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昭和58年度から着手 した大明神地区の土地改良総合整備事業も、 7年の歳月を経て平成元年度

をもって事業が完了することになりました。

当該地域は町内で最大級の遺跡であり、過去においてその南縁部から縄文時代の土偶が出土 し

ており、地形的にも古くからの生活の場として適 していることがうかがえる土地であります。そ

れを証明するように、この地域が開墾され畑地として耕作されだした時代から、狩猟用と思われ

る黒曜石の石鏃が多く拾われていたり、土器の破片や石器などが出土 してまいりました。また、

当地域の北西部には社宮司の地名があり、現在も飯沼諏訪神社との関係が深い祠が祭られている

など、原始・古代からの歴史を秘めた場所であります。そこで、事業を着手するにあたり、県の

教育委員会を始め、町の教育委員会や文化財保護委員会の皆様の他、関係各方面の方々からのご

意見やご指導をいただく中で、準備を進めてまいりました。

初年度は、遺跡の範囲から外れた地域の道路改良工事であったので、町の教育委員会の立会の

元に工事を実施しました。昭和59年度は遺跡範囲内の工事を進めるため、第 I次の発掘調査をお

願いしました。さらに、昭和60年度においても、第Ⅱ次発掘調査をお願いし、いずれも発掘調査

報告書が刊行されております。昭和61年度から63年度にかけて、第Ⅲ～V次発掘調査をしたもの

については、平成元年度に 3カ 年分を纏めて報告いただくことになりました。

幸、多くのロマンを埋蔵 しているこの地帯の土地改良事業は、畑地帯であっつたために、水田

造成のように多くの土を動かすことなく区画整理ができました。よって、道路敷となる箇所の部

分調査であり、多くの部分はそのまま埋蔵されています。ここに報告されるものは部分的なもの

でありますが、縄文時代の住居址や弥生時代の方形周溝墓が出土するなど、第 I・ Ⅱ次を含めた

今回までの調査により、原始・古代人の生活・文化に夢の広がる思いがいたします。

この度、 3カ 年にわたる発掘調査を御指導下さいました今村善興発掘調査団長を始め関係各位

の御尽力により、本工事が予定どおり完了できましたことにつきまして厚くお礼申し上げますと

ともに、発掘作業に従事された多くの方々に深く感謝申し上げ、第 I・ Ⅱ次の記録を含め、末な

がく保存されますことを祈念申し上げます。

平成 2年 2月 20日

上郷町長 山 田 隆 士



例   言

1.本書は、土地改良総合整備事業大明神地区工事に伴う上郷町黒田「大明神原遺跡」の緊急発

掘調査報告書である。併せて、昭和62年度町道上中線新設工事に伴う「大明神原遺跡」の緊急

発掘調査報告を収録した。

2.上郷町教育委員会が組織する上郷町遺跡発掘調査団が、昭和61062063年 度に発掘調査を、

平成元年度に整理作業及び報告書の作成を行なった。

3。 発掘調査・整理作業等はDIMの記号によって実施した。

4.本書は平成元年度中にまとめることが要求されており、できる限り資料提示することを編集

方針とした。

5。 本書を作成するに当たっての作業分担は以下のとおりである。

遺構実測一米山義盛、伊藤 泉  図面修正一山下誠一、吉川金利、市瀬禎子、久保田祐子

遺構製図一上沼文代、小林百合子、篠田せい子、村沢千代江  遺構写真一山下誠一

遺物拓影―中原友江、古林登志子  遺物実測―山下誠一、吉川金利

遺物製図一市瀬禎子、久保田祐子  遺物写真一吉川金利

6。 本書の執筆と編集は調査員の協議により山下誠一が行なった。

7.本書に関連 した遺物及び記録・図面類は、上郷町教育委員会が管理し、上郷町歴史民俗資料

館で保管している。
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I経 過

1。 調査に至るまで

土地改良総合整備事業大明神地区工事は、昭和58年度から順次施工されてきており、それに伴

う埋蔵文化財の発掘調査は、昭和59060年度の第 I・ Ⅱ次調査と実施されている。その結果は、

上郷町教育委員会発行の『黒田大明神原』・『黒田大明神原Ⅱ』として、公表済である。本調査

報告書は昭和61年度以降を対象とした。

昭和61年度工事は範囲が限定されたために、遺跡の発掘調査も小範囲の面積を対象とした第Ⅲ

次調査として、農政側の費用で対応することとなった。

昭和62年度は、工事地域が遺跡の中心部と考えられる箇所にかかるため、万全の保護措置が必

要となった。そこで、昭和61年 9月 30日 と11月 4日 に長野県教育委員会文化課指導主事・上郷町

役場産業課担当職員・同教育委員会担当職員・地元研究者今村善興氏による保護協議を実施 し、

事前に第Ⅲ次の発掘調査を実施して記録保存を計ることとなった。

昭和62年度はこれ以外にも多くの調査が計画され、膨大な量になると予想された。そのため、

円滑な事業実施を計るため、「上郷町埋蔵文化財調査委員会」を組織 し、実際の調査は「上郷町

遺跡発掘調査団」が当ることとした。

調査を実施すると、各遺跡とも予想外の範囲の広がりを示し、多量の遺構・遺物が検出され、

すべての報告書を昭和62年度内に刊行すること不可能となった。そこで、昭和62年 10月 2日 に、

県教育委員会文化課指導主事・町産業課担当職員・ 町教育委員会担当職員・調査団長今村善興氏

による保護協議を実施し、大明神原遺跡については昭和63年度に第V次の発掘調査を行ない、平

成元年度に未報告分全ての整理作業を実施して報告書刊行することとした。

2.調査の経過

時間 。費用が限られるうえ農繁期のため、効率的な調査が必要であり、かつ調査対象地域は新

設・改良される農道部分に限られた。よって、農道ごとにトレンチを設定して調査区とし、遺構

が検出された場合は拡張することとした。当初から遺構の存在が想定できる箇所は、できる限り

用地内いっぱいの調査区を設定した。年度ごとの日程は次のとおりである。

昭和61年度 昭和62年 3月 25日 に発掘器材・ テントを搬入し、重機を使用して調査区を設定し

て第 I地区とし、31日 までにほぼ調査を済ませ、4月 304日 に測量などが終了する。

昭和62年度 昭和62年 6月 22日 にミカド遺跡から発掘器材・ テントを搬入して調査を開始する。

―
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重機で第Ⅱ地区から調査区を設定し、第V地区までを8月 8日 にかけて調査する。遺構・遺物が

多く、調査面積の割に時間のかかった調査になった。また、8月 から9月 にかけて、一部の遺物

の水洗いも実施した。

昭和63年度 4月 当初に工事の都合で一部の調査を先行してほしいとの産業課からの要望があ

り、昭和63年 4月 18日 から20日 にかけて、第Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ地区の調査を実施 し、遺構・遺物がほと

んどなかったために、短期間のうちに済ませることができた。6月 11日 に、第Ⅸ地区以降の調査

を開始する。最初から重機を導入して トレンチを設定して第X～畑地区とし、遺構などが検出さ

れた場合は拡張するように計画した。わずかな遺構・遺物が認められただけで、6月 23日 までの

10日 間で終了した。耕作の都合で第皿地区だけが未調査として残ったので、8月 23024日 に調査

を実施する。遺構・遺物がなく2日間で作業を終了して、昭和63年度の調査予定箇所をすべてを

済ませ、長期間にわたった大明神原遺跡の現場における全ての作業が終了した。

平成元年度 昭和61～63年度調査分の整理作業を実施した。平成元年 5月 から7月 にかけて、

遺物復元 0遺構 トレースなどを行ない、並行 して図面整理・遺物実測を進め、708月 に遺物 ト

レースなどを済ませ、9月 に原稿を執筆して、本調査報告書刊行となった。

3。 調査の概要

今次調査における調査面積・検出遺構は次のとおりである。

第 I地区……170ピ、溝址 1本 。土坑 5基・ ピット多数

第Ⅱ地区……420ピ、竪穴住居址 2軒・溝址 6本・土坑18基・ ピット多数

第Ⅲ地区……520 nf、 竪穴住居址 9軒・方形周溝墓 2基・溝址 1本 0土坑32基 。ピット多数

第Ⅳ地区……420 nf、 竪穴住居址 6軒・方形周溝墓 1基・溝址 1本・溝状遺構 1本・土坑20基

ピット多数

第V地区…… 23ピ、検出遺構なし

第Ⅵ地区…… 65 nf、 土坑 4基

第Ⅶ地区……H3ピ、小竪穴 1基

第Ⅷ地区…… 47 nf、 検出遺構なし

第Ⅸ地区……185ピ、溝址 1本、ピット

第X地区……182ピ、方形周溝墓 1基、土坑 1基、ピット

第測地区…… 86ピ、ピット

第Ⅲ地区…… 94ピ、検出遺構なし

第畑地区…… 44ピ、検出遺構なし

第皿地区…… 115nf、 検出遺構なし             、

第W地区…… 24ピ、ピットなど
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4.調査組織

1)上郷町埋蔵文化財調査委員会

① 規 約

(設 置)

第 1条 この会は、「上郷町埋蔵文化財調査委員会」 (以下委員会という)と称し、事務局を上

郷町教育委員会事務局に置く。

(目 的)

第 2条 この委員会は、上郷町内の関係各機関・団体及び考古学関係者の相互協力により、上郷

町埋蔵文化財保護事業の円滑な実施をはかることを目的とする。

(事 業)

第 3条 この委員会は、前条の目的達成のため、次の各号に掲げる事業を行う。

(1)遺跡調査の総合企画、連絡・調整に関すること。

(2)土地所有者等の発掘承諾に関するにと。

(3)発掘調査員及び作業員の確保に関すること。

(4) そのほか目的達成に必要なこと。

(役職員)

第 4条 この委員会に次の役職員を置く。

(1)顧問 1名、会長 1名、副会長 2名、委員若干名、事務局員若干名

(2)顧間は町長とし、そのほかの役員は委員会において互選する。

(3)委員は次の通りとする。

教育委員 5名、文化財保護委員 5名、考古学関係者 3名、産業林務常任委員長、

建設常任委員長、土地改良事業等地元代表者

(4)事務局員は関係各課局の職員を充てる。

(役員の職務)

第 5条 会長は委員会を代表し、会務を総括する。副会長は会長を補佐し、会長事故あるときは、

その職務を代行する。

(会 議)

第 6条 この委員会の会議は、会長の招集により開催する。

(そ のほか)

第 7条 この規約に定めるもののほか、会の運営に必要な事項は委員会において決定する。

付 則

1.こ の規約は、昭和62年 4月 10日 より施行する。
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② 役職員

顧  問 山田 隆士 (町長)

会  長 北原 忠夫 (教育委員会委員長 ～62.9)

副 会 長 北原 治人 (産業林務常任委員長 ～62.4)

小木曽英寿 (文化財保護委員長)

委  員 小室 伊作 (教育委員 ～62.9)

北原  勝 (教育委員)

矢崎 和子 ( 同上 )

北原政治郎 ( 同上  62.10～ )

吉川 昭文 (教育委員会教育長)

平栗  弘 (建設常任委員長 ～62.4)

篠木 俊寛 (  同 上   62.5～ )

今村 善興 (日 本考古学協会員)

佐藤 甦信 (  同 上   )

岡田 正彦 (  同 上   )

事務局員 吉川 昭文 (教育委員会教育長)

菅沼 富雄 ( 同 上 事務局長 ～ 1.3)

林  慶― (   同 上    1.4～ )

吉川 勝一 ( 同 上 局長補佐)

山下 誠一 ( 同 上 社会教育係)

吉川 金利 (   同 上 1.4～ )

小室 伊作 (同左 62.10～ )

岩崎 智道 (同左 62.5～ )

牧野 光弥 (文化財保護委員)

麦島 正吉 (  同 上  )i

菊本 正義 (  同 上  )

稲垣  隆 (  同 上  )

北原 治作 (大明神地区)

堀口 信幸 (別府小手抜地区)

畠中 尚二 (別府下河原地区)

中島 博男 (下黒田中部地区)

唐沢 富雄 (南条地区)

松沢 郷司 ( 同上 )

佐々木啓治 (上黒田東部地区)

北原 克司 (産業課課長 )

岡田 清平 (同上 課長補佐 )

中園  紘 (同上 耕地係長 )

鈴木 幹夫 (同上 主任 ～63.3)

小室 勇治 (同上 主事 63.4～ )

今村 美和 (教育委員会社会教育係)

2)上 郷 町遺 跡 発掘 調 査 団

調査団長  今村 善興 (日 本考古学協会員)                」

調査主任  山下 誠一 (  同  上  )

調 査 員  岡田 正彦 (  同  上  ) 吉川 金利 (63.4～ )

調査補助員 米山 義盛  伊藤 泉 (以上～63.3) 林 貢  市瀬禎子 (63.4～ )

作業協力員 東 定男,荒井 東,井坪芳一,池戸大八,岩崎由紀子,大坪安江,片桐正三,

上沼文代,北林覚男,北原昌人,北原孝子,久保田祐子,小西広司,小林百合子 ,

篠田せい子,島崎泰三,清水やち,下沢貞満,菅沼庄三,高橋美鈴,中原友江,‐

中村亮平,中藤佑子,原祐三,長谷川瑞穂,樋口勇造,古林登志子,細田重,

松田照江,丸山絵理子,宮脇直人,麦島孝男,村沢千代江,山岸章,吉川佐―,

吉川健星,渡辺栄子
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Ⅱ 、遺跡の′立地と環境

1.自然的環境

大明神原遺跡の所在する長野県上郷町は、長野県の南端を南北に走行する南・中央アルプスの

谷間に広がる飯田盆地の中央に位置する。町を象徴する野底山が北西にあり、ここを源として清

流野底川と土曽川が南流して飯田松川と天竜川に注いでいる。町の東側には天竜川を境として喬

木村が、西は野底川を挟んで飯甲

"街

地ギ1南は松川を境として飯田市松尾が、北は土曽川によっ

て高森町と飯田市座光寺が■,ぞれ隣接する。面積は約26口で、東西に細長い緩傾斜の地域であ

る。一帯は諏訪湖に源を琴
、1し て南流する天可 ||と

その支流によって形成された河岸段丘や扇状地

上にミ往古から現在に至る人々の生活舞台が展開tし ている。    
｀

『下伊那の地質解説』によれば、̀伊那谷の段丘は火山灰上の堆積を基準として、高位面・高

位段丘・中位段丘・低位段丘 I・ Ⅱの五段階に編年されている。上郷町の地形の特徴として、町

の中央部を南北に横断する大段丘があり、.こ れを境として俗に上段 (う わだん)と呼称される洪

積土壌地帯の中位段丘及び低位段丘 Iと、下段 (し ただん)と呼ばれる沖積土壌面の儡年段丘Ⅱ

とがみられる。その段斤崖の比高差は約50,あ り、前者には黒田地籍が、後者には別府・飯沼地

籍がある。中位段丘 0低位段丘 I地帯は天竜川の現河床面海抜398mと の比高差200γ80平を測

り、野底山山麓から南東方向に緩やかに傾斜する広大な地域を占めている。野底川と土曽川によ

る新期扇状地が発達し、総体とすれば乾燥した台坤をなしてぃるoち なみt千 、中●段丘p低位段

丘 I地帯は三大別でき、南西側に原の城遺跡等がある中位段丘下殿岡面、北西側に大明神原遺跡

がある中位段丘八幡原面があり、いずれも細長く小高い丘陵地形を呈している。この間の地域が

が低位段丘 I伊久間面で2× lhの広い範囲となる。 ・ _1

大明神原遺跡は上郷町黒由字大明神原・浅間上平 1清水・立坂に所在し、中位段丘八幡原面の

海抜530～550mに立地する。上段の北東側に長さ1100m・ 幅100～200mの小高い丘陵があり、

本遺跡はこの台地上ほぼ全域に展開してぃる。微地形をみると、北東側は土曽川とその支流の栃

ケ洞川が深い浸蝕谷を形成しており、比高差は南東側の先端部で65m、 北西側で20mを測る。南

東側はやや緩やかな傾斜をなして凹地帯に連続するが、先端の南東側では比高差20mの崖となっ

ている。北西側は緩やかな傾斜をもって野底山の山麓まで続いており、南西側は前述した比高差

約80口の大段丘となっている。台地上の地形も一様でなく、北側はやや低く凹地状となっており、

栃ケ洞川の旧流路と考えられる。南東部ではやや急な傾斜の部分認められるが、全体とすれば南

東側に緩く傾斜している。現地目は果樹園を主体とした畑作地帯となっておりヽ 耕作なヽどで一部

破壊されてはいるが、良好な保存状態を示じている8
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挿図 1 大明神原遺跡位置図 (1:50,000)
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2.歴史的環境

上郷町の遺跡調査は、大正13年鳥居龍蔵博士が『下伊那の先史及び原始時代図版』を編纂する

際、市村咸人氏と郡下一帯を調査したのを端緒とする。現在の上郷町の遺跡は、昭和57年度の詳

細分布調査により明確にされたもので、一般遺跡69カ 所・古墳32基・中世城跡 3カ所の合計104

遺跡が登録され、平成元年 3月 に古墳 4基が追加された。一般遺跡を時代別に区分すると、縄文

時代50、 弥生時代47、 古墳時代21、 奈良・平安時代65、 中世42を数えるが、単純遺跡は少なくそ

の大半が複合遺跡である。

先ず上郷町の歴史的変遷を概観してみると、12000年以前の旧石器時代の遺構・遺物は現在の

ところない。上郷町最古の文化は、上段の姫宮遺跡出土の表裏縄文式土器片と、同じく柏原A遺

跡出土の石器剥片とにより、縄文時代草創期からその黎明を知ることができる。次の縄文時代早

期になると比較的山寄りの八王子遺跡など5遺跡から、押型文土器や繊維を含む条痕文及び撚糸

文土器が出土しており、平成元年 1月 の西浦遺跡の町道新設に伴う調査において押型文の住居址

が検出されている。約6000年前の縄文時代前期の遺跡は姫宮・ 日影林・大明神原など8遺跡があ

るが、いずれも上段の中位段丘と低位段丘 I地帯であり、下段の飯沼・別府地域からの発見がな

く、未だ沖積地帯への進出はなかったと考えられていたが、町道改良による矢崎遺跡の発掘調査

において前期後半の竪穴住居址が検出されており (今村1989)、 見直しが必要となった。しかし、

次の縄文時代中期になると、低位段丘Ⅱ地帯の南条面下段を除き、全町内に遺物の散布が目立ち、

人々の生活の舞台の広がりを示している。特に、中期の遺跡49カ所中栗屋元・大明神原遺跡は重

要遺跡である。この後に続く約4000～3000年前の縄文時代後期には遺跡は極端に減少し、上段を

中心にして 8遺跡が判明している。さらに、最終末の縄文時代晩期の遺跡は3カ所が知られてい

たが、近年矢崎遺跡より東海系の条痕文土器片が多量に発見され (今村1988)、 その出土意義が

注目されている。

次の弥生時代は水稲栽培を経済基盤とする新文化であり、下伊那地方へは美濃・尾張 0三河地

方から東漸したものと推定される。弥生時代前期の遺物は少なく、中期に至って遺跡数が増大す

る。特に、南条面に立地する棚田遺跡は、県下初の弥生時代の水田址が発見されたことで有名で

ある (今村1987)。 また、該期の遺跡の大半は下段の飯沼・別府地籍に集中することから、低位

段丘Ⅱ地帯にみられた湿地帯を利用しての水稲耕作の展開が類推されている。約1800年前の弥生

時代後期になると、その遺跡は山麓地帯から天竜川氾濫原に至る間に44カ所あり、高燥段斤卜で

の陸耕と稲作が考えられる。その代表的なものが、住居址43軒を検出した高松原遺跡 (飯田高等

学校1977・ 佐藤1983)と木炭棺などの新知見を提供 した垣外遺跡 (山下1989)で ある。

古墳時代は集落址と墓域に区別される。上郷町の古墳は煙滅古墳を含めて36基、その大部分は

別府地籍の台地端に立地するが、いずれも後期古墳であり、天神塚と番神塚の両前方後円墳以外
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は全て円墳である。当時の集落は古墳の近在にみられ、現在のところ上段になく、下段の経済的

基盤の豊かな地域に発見されている。代表的な集落として、古墳時代の前期及び後期の土師器を

多量に出土した南条の薮越遺跡と飯沼北の的場遺跡がある。また、矢崎遺跡内には煙滅した鳥屋

場古墳と久保古墳があり、当該期の土師器や須恵器が周辺一帯から発見されている。

次の奈良・平安時代の遺物は全町内に散布しているが、下段地帯の栗沢川・土曽川の右岸に所

在する高屋・堂垣外遺跡には多量の須恵器片がみられる。また、昭和62年度に調査した矢崎遺跡

は平安時代の大集落址で、大規模な鍛治遺構の検出とフイゴ羽口や鉄滓等の多量の出土遺物によ

り (今村1988)、 上郷町の重要遺跡となった。この低位段丘Ⅱ地帯は、伊那郡衝と言われる飯田

市座光寺の恒川遺跡群と同一段丘面上にあり、しかも古代条里制遺構の存在が地割と地名から推

測される地帯であり、古代史研究上注目すべき地域である。また、海抜410mラ インは都と国府

を結ぶ官道東山道の通過候補地であり、製鉄史研究者の注目の的となっている。この地方は『和

名抄』、 F伊呂波字類抄』等の文献から、古代伊那郡五郷のひとつである麻績郷に所属し、平安

時代末期には近衛家領の郡戸庄であった。

終わりに、大明神原遺跡のこれまでの調査について簡単に触れておく。今次調査以前に町道改

良の立会調査を含めて2年次にわたり実施してきており、2冊の調査報告書として公にされてい

る。昭和59年度の第 I次調査を収録した『黒田大明神原』 (佐藤1985)と 昭和60年度第Ⅱ次調査

と町道 3号線改良工事立会結果の『黒田大明神原Ⅱ』 (佐藤1986)で 、前者では縄文時代竪穴住

居址 5軒・弥生時代竪穴住居址2軒など、後者では竪穴住居址 3軒などが報告されている。

3.層 序

台地上の遺跡のため土層は単純な堆積状況を示し、各地区とも共通する点が多い。Ⅳで後述す

る町道58号線 (通称上中線)調査を含めて、挿図 3で模式的にあらわした。遺構検出面は基盤の

ローム層の上に堆積する褐角十下層から黄褐色十層であるが、弥生時代のものはやや上層から検

出できた。

第Ⅱ地区は北西側29号住居址付近と中央部13号住居址付近、第Ⅲ地区は北西部1-近 、

第Ⅳ地区は25号住居址付近、第Ⅵ地区は小竪穴 1付近、第Ⅸ地区は溝址10付近、第X地区は中央

部、第測地区は南東側、町道は北西側とH号住居址付近のものである。tt I・ V・ Ⅵ OⅧ・Ⅲ・

畑・即地区は省略した。台地中央部と先端部に当たる第Ⅱ地区北西側、第Ⅸ・ X地区などがロー

ム面まで浅く、耕土下がすぐローム層になるか、褐色十・黄褐任,十 が堆積する場合でも薄い傾向

を示す。第VeⅧ .Ⅲ・畑・皿地区も同様で、耕土下がローム面となる。台地南東側の第Ⅱ地区

中央部・第Ⅲ・ Ⅳ地区はローム面まで深く、褐色十の上に黒仲,十が堆積するが、耕作の攪乱を受

けて見られない箇所も多い。第 I地区も同様である。北東側凹地の第測地区と南西側の凹地に続

く斜面の町道11号住居址付近は、上からの押出しにより深く複数の層序を示す。
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第Ⅱ地区北西部

第Ⅶ地区

FJl  土

暗褐色土

黄13色土

町  道

第Ⅲ地区中央部

第Ⅸ地区

町  道

耕  土

床 土

13色 土

黒 色 土

責18色土

第Ⅲ地区北西部 第Ⅳ地区北西部

耕  土

褐 色 土

黄13色 土

第測地区

暗灰13色土

晴 13色 土

掲 色 土

,黒 褐色J:

黄13色 土 :

耕  土

黒 色 土

褐 色 土

第X地区

挿図 3 大明神原遺跡基本土層柱状図 (1:30)

-11-



―

に

―

キ

ー

＋

0                 10m

第Ⅲ地区

第 I・ Ⅲ地区 全体図 (1

-12-

:300)挿図4



十
1

|

//x/〆
/

)                10m

挿図 5 第Ⅱ地区 全体図 (1:300)

-13-



第V地区

十
　
　
　
　
　
ｒ
、
　

＋

第ⅣぎV地区 全体図 (1:300)

-14-



区

―
―
―
―

地Ⅵ

―
―
―
―

第

挿図7 第Ⅵ■Ⅶ・Ⅷ地区 全体図1(11300)

―
・
15-―

|
| |



爾

挿図 8 第Ⅸ oXO測地区

-16-

全体図 (1:300)



/ノ

/ハ r//√

ブ
ノ

″

0                 10m

北西側             第W地区

第Ⅲ地区

挿図9 第Ⅲ O畑・皿 地区 全体図 (1:300)

-17-



日

日

―Ｉ

Ｈ

目

―Ｉ

Ｎ

＝

曰

＝

目

――

日

目

――

円

川

日

円

＝

＝

目

―Ｉ

Ｕ

第u地区

嘔

町道上中線調査区

9      (li3)     1.Om

挿図10 第W地区、町道上中道線調査区 全体図 (1 :300)

-18-



Ⅲ 調査結果

今次調査は、遺跡の中心部と考えられる中央から南東側部分を対象として、新設・改良される

農道部分に限定された。広範囲にわたるわけであるが、最大幅は広くても4.5mでぁり、面的に

広げる訳にはいかなかった。遺跡全域に共通したグリットを設定して、それにそって調査・測量

に当たるべきであったが、諸般の事情で実施できなかった。そこで、産業課が設定した基準杭を

用いて各地区ごとにトランシットを使って2mグ リットを設定して調査・測量に当たり、測量の

一部に平板も利用した。

遺構番号は第 IoⅡ次調査と混乱しないように、以前に検出された数字から順番につけるよう

にした。よって、今次調査の最終番号が、本遺跡で調査された遺構数といづことになる。

1.第 I地区

遺跡範囲の中心部中央から北側に向かう耕作道を対象とし、長さ約38m o幅4.5mを調査した。

本調査区の北側が遺跡北側に存在する凹地の肩部分に相当し、傾斜をもって落ち込んでいる。

1)遺 構

① 溝址1(挿図H、 第102図 )

第 I地区南側から中央部で検出した。土坑 708を切る。調査延長は27.6mで、両側に延長す

るが、南側で調査した第Ⅱ地区では検出されなかった。調査区南側では幅24～70cm O深 さ3～ 10

cmを測り、方向はN10° Eを示す。中央部からやや北西方向に緩く曲がって用地外にかかるため、

調査できなかった。この箇所では規模が大きぐなり、幅130～ 150 cm O深 さ13～ 52cmを測る。断

面形は逆台形を呈 し、覆土は黒色+の ローム混じりの一層で、人為的に埋められていると判断で

きた。用途等を判断できる材料は得られなかった。

出土遺物は石器のみで、打製石斧 (1-17～ 21、 2-1～ 4)・ 横刃型石器 (2-5～ 8)・

磨製石斧未成品 (2-9)・ 打製石錘 (2-10～ 12)がある。

遺物は縄文時代であるが、遺構の状況から該期に位置づくとは考えられず、時期は不明である。

② 土坑 7(挿図12、 第 1図 )

第 I地区南側で検出し、溝址 1に東側を切られる。長さ220 cmの不定形を呈し、深さは16cmを

測る。断面形は逆台形を呈し、底部3箇所に小穴があるが、直接関連するものか不明である。

出土遺物は縄文土器の底部 1点 (1-6)が出土した。

規格性のない遺構の状況からして人為的なものか判断できず、時期も不明である。
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③ 土坑8(挿図13)

第 I地区中央部で検出し、東側の上層は溝址 1に切られる。西側がわずかに用地外にかかった。

280× 110 cmの長い楕円形を呈し、深さ66cmを測る。断面形は逆台形を呈し、覆土はレンズ状の

堆積をなし、自然に埋まったものと判断できた。出土遺物はなく、時期・役割など不明である。

④ 土坑 9(挿図13、 第2図 )

第 I地区中央部で検出し、東側が用地外にかかるため、半分ほどを調査した。長軸が100 cmの

楕円形を呈すると考えられ、深さは32cmを測る。断面形は逆台形を呈する。

出土遺物は縄文時代の打製石斧が1点 (2-13)あ る。時期 。役割など不明である。

⑤ 土坑10(挿図13)

第 I地区中央部溝址 1の底部で検出した。92× 72cmの丸みを帯びた五角形を呈し、深さは20cm

で、断面形は逆台形を呈する。出土遺物はなく、時期・役割など不明である。

⑥ 土坑H(挿図14)

第 I地区南側で検出し、全体を調査した。88× 56cmの楕円形を呈し、深さは底部が段をもち、

西側の浅い箇所で14cm、 東で20cmを測る。出土遺物はなく、時期・役割など不明である。

⑦ ピット (挿図12～ 15)

第 I地区全体に、直径20cm前後の小さいものから100 cmを越える土坑状のものまで、大小様々

のピットがみられる。形態は円形や楕円形が主体をなすが、不定形のものも多く一定でない。深

さは4～98cmで、20cm以下の浅いものがほとんどである。分布状況をみると、特定の集中箇所も

認められず、規則的に並ぶものもなく、全域に散布している状態である。

出土遺物はなく、時期・役割など不明である。

2)遺物

遺構内出土遺物は既述済なので、遺構外出土遺物について述べる。土器 0石器がある。

土器は縄文土器が多く、早期に位置づく繊維を含む条痕文土器の破片 (1-7～ 9)があり、

同様の個体はほかに3点出土したが小破片のため省略した。中期中葉 (1-10～ 12)、 同後半

(1-13)に 位置づく破片もみられる。大部分は詳細な時期判断不明の破片で38点あるが、 1点

(1-14)を 除いて省略した。弥牛十器は後期の甕片などが16点出土 したが、日縁部 1点 (1-
15)のみを掲載 した。ほかに、調査区東側畑の表採品で中期後半の甕胴部片 (1-16)が ある。

石器は打製石斧 (2-14～ 17、 3-1～ 3)、 横刃型石器 (3-405)、 打製石錘 (3-6)
がある。
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2.第 Ⅱ地区

遺跡範囲の中心部中央に北西・南東方向に縦断する耕作道を対象とし、長さ約245m・ 幅1.7

mを調査し、竪穴住居址部分は最大限拡張した。

1)竪穴住居址

① 12号住居址 (挿図16、 第30408053054図 )

第Ⅱ地区南東側で検出し、北東側が用地外にかかるため、半分強を調査 した。主軸方向の規模

が5。8mの円形の竪穴住居址で、主軸方向はN38° Wを示す。壁高は25～ 9 cmを 測り、やや緩や

かな壁面をなす。南壁中央部でわずかに張り出す箇所が認められた。周溝は壁下をほぼ全周 し、

幅21～ 5 cm・ 深さ21～ 4 cmを測る。床面はたたき状に堅 く良好であるが、一部に耕作の攪乱を受

けている。主柱穴はP20P3・ P4の 3本で、配置から6本主柱穴と考えられる。炉址は中央

北西寄りに位置する石組炉で、40～28cmの石 7個を用いて140× 90cmの方形に組み、内部がわず

かに凹んで焼土が認められた。石の一部は抜かれている可能性がある。

出土遺物は土器・石器 :土製品がある。土器は深鉢で (3-7・ 8、 4-1～ 16)、 形態を復

元できるものは 1点 (3-7)のみで、口縁部がやや内側に折立して胴部が膨らみ、縄文を地文

として口縁部に隆帯 0胴部に細い沈線文が施される。拓影図で示した破片も同様な個体が大半を

占めるが、若干時期を異にする破片 (4-15016)も 含まれている。

石器は、打製石斧 (8-1～ 4)・ 横刃型石器 (8-5～ 9)・ 磨製石斧 (8-100H)・ す

り石 (8-12・ 13)・ 打製石錘 (8-14015)・ 使用痕のある剥片 (54-1)があり、ほかに石

器剥片 6点と黒曜石剥片 1点がある。

土製品は覆土中より出土 した土偶の腰部片 (53-1)で 、尻の部分が張り出す形態をなす。

出土遺物から縄文時代中期後半の初頭に位置づけられる。

② 13号住居址 (挿図17、 第 4～ 609053・ 54図 )

第Ⅱ地区中央部で検出し、全体を調査した。縄文時代の土坑24・ 25026に 切られる。4.9×

3.7mの小判形の竪穴住居址で、主軸方向はN41° Wを示す。壁高は24～ 6 cmを 測り、緩やかな

壁面をなす。床面は中央が低くなるナベ底状をなし、一部に堅くたたき状に良好な部分も認めら

れたが、総体とすれば軟弱で不良である。柱穴はPl～ P15ま で確認されているが、主柱穴の特

定はできなかった。全体に小さな穴が多い傾向を指摘できる。P1 0P3は袋状の断面形をなし、

貯蔵穴と考えられる。P13・ P15は本址と関係ないものと判断される。炉址は中央北西寄りに位

置する土器埋設炉で、日縁部・底部を欠く深鉢を埋め、120× 90cmの楕円形を呈 し、土器の周辺

には極めて多量の焼土が認められた。
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出土遺物は土器 0石器・土製品がある。

土器は押引文が施される浅鉢の 1点 (5-3)を除いてすべて深鉢で、炉址の埋設土器 (5-
1)で代表される竹管文が特徴の平出3A(5-4～ 22)が多く、爪形文が施されるもの (4-
17)、 押引文が施されるもの (4-19)、 密な竹管文が施されるやや古い様相を示すもの (6-
102)などがある。

石器は、打製石斧 (9-1～ 5)0横刃型石器 (9-6～ 8)0大形粗製石匙 (9-9010)・

磨製石斧 (9-H012)・ 打製石錘 (9-13～ 15)・ ピエス・ エスキーユ (54-2)がある。

土製品は、右足の土偶片 (53-2)がある。

出土遺物から縄文時代中期中葉の前半に位置づけられ、当地方ではほとんど類例が認められな

いものであり、該期研究の上で極めて貴重な資料を提供するものといえる。

③ 29号住居址 (挿図18、

第Ⅱ地区の北西端で検出し、

北側が用地外のため1/3程を

調査した。全体形が明らかで

ないので推定の部分が多いが、

東西方向が4.4mの 楕円形 も

しくは円形を呈する竪穴住居

址である。壁高は19～ 13cmを

測 り、緩やかな壁面をなす。

床面は凹凸があり、軟弱で不

良である。主柱穴はPl・ P7

が相当すると考えられるが、

はっきり断定できない。 P4

は袋状の断面形をなす。

出土遺物は深鉢の破片 (6-

15～23)のみである。

出土遺物から縄文時代に位

置づけられるが、小さな破片

のみで詳細な時期は不明であ

る。調査の段階では竪穴状遺

構としたが、整理を進めるな

か住居址のほうが適切と判断

されたので本址とした。
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2)溝址

① 溝址 2・ 6(挿図19、 第9図 )

第Ⅱ地区南東部で検出した。い

ずれも両側に延長する。関連が考

えられるので一緒に記述する。溝

址 2は調査延長が5。5mで、幅64

cm・ 深さ48～40cmを測る。方向は

N66° Wを示し、断面形は稜をも

つ逆台形を呈する。溝址 6は調査

延長が1.9mで 、幅56～52cm O深

さ40～27cmを測る。方向はN30°

Eを示し、断面形は逆台形を呈す

る。東壁の一部は耕作の攪乱を受

けている。覆土は黒任,十 を主体と

しており、両者とも似かよった状

態である。

出土遺物は溝址 2か ら縄文時代

中期後半の土器片と石器打製石斧

(9-16～ 18)がある。溝址 6か

らは何も出土 しなかった。

ほぼ直角の方向を示し、覆土や

遺構の状況など共通する点が認め

られる。東側に未調査部が存在し

てはっきり断定できないが、この

箇所でつながり同一のものの可能

性が高い。出土遺物が少なく時期

を確定することは不可能であるが、

縄文時代の遺構の覆土とは異なっ

ており、弥生時代のものに共通す

る。以上の点を勘案すれば、弥生

時代の方形周溝墓と想定するのが

無理のない解釈と考える。

|>

挿図19 第Ⅱ地区
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② 溝址 3(挿図20、 第 6・ 9・ 10図 )

第Ⅱ地区南東側で検出した。南東側でとぎれ、南西側に延長する。調査延長は6.8mで、幅

160～ 98cm。 深さ82～42cmを測る。方向はほぼN43° Wを示し、北西側で緩やかに曲がって用地

外に延長する。断面形は逆台形を呈し、南東側では途中で稜をもつ。覆土は黒色十・黒褐任′+を

主体としており、自然に埋まった土層の状況を示している。

出土遺物は縄文土器片が12点 。弥生時代後期土器壺片 1点、石器打製石錘 (9-19)・ スクレ

イパー (10-1)。 黒曜石片 1点あり、土器は時期を示すハケ調整の弥牛+器壺胴部片 (6-24)

を掲載 した。

全体形が明らかでないので不明確であるが、遺構の状態などから南東側でとぎれる箇所が土橋

部となる方形周溝墓と判断される。

詳細な時期の位置づけは困難であるが、弥生時代後期と考えられる。

③ 溝址 4。 5(挿図21、 第 6図 )

第Ⅱ地区南東部の調査区を横断する形で検出し、いずれも両側に延長する。関連が考えられる

ので一緒に記述する。溝址 4は調査延長が1.8mで、幅180～ 168 cm e深 さ48～36cmを測る。方

向はN47° Eを示し、断面形は逆台形を呈する。溝址 5は調査延長が1.8mで、幅166～150 cm・

深さ48～36cmを測る。方向はN47° Eを示し、断面形は逆台形を呈 し、北西側底部が緩やかな傾

斜を持ち南東壁に稜が認められた。覆土は自然に埋まった堆積状況を示している。

出土遺物は溝址 4か ら縄文時代中期の土器片 2点、溝址 5か ら縄文土器の平出 3A片 と弥生時

代後期の壷底部 (6-25)。 壷頸部片 (6-26)の ほか、同時期の破片 2点が出土 した。縄文土

器は省略した。

両者は約12m離れて平行に位置しており、規模や遺構の状況など共通する点が認められる。全

体形が明らかでないので不明確であるが、同じ方形周溝墓の周溝の一部と考える。北西側と南東

側のほんの一部が明らかにできたものと判断される。

出土遺物や遺構の状況から弥生時代後期に位置づけられるが、詳細な時期は不明である。

溝址 2～ 6は、当初溝址として調査したため溝址の記述に含めたが、前記 したように、 3基の

方形周溝墓と把握できる。一部のトレンチ調査で終了したので全体形を明らかにできないし、主

体部なども不明であるのが残念であるが、大部分は用地外に遺存している。時期決定も土器の小

破片によるが、第Ⅱ地区の遺構外から弥生時代後期の土器片が検出されてないことを考え合わせ

ると、弥生時代後期とするのが妥当と判断した。当地方の既調査方形周溝墓の時期も判断材料と

なっている。
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13.。 ―ム (暗 褐色土混 じり)

0      (1 :80)     2m
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④ 溝址 7(挿図22、 第6図 )

第Ⅱ地区中央部を横断する形で検出し、

両側に延長する。調査延長は2.Omで 、

幅156～ 140 cm O深 さ62～38cmを測る。

方向はN58° Eを示し、断面形は不定形

で、底の形状も一定でない。

出土遺物は縄文土器片15点 と黒曜石片

1点で、文様の認められる6点 (6-27

～31)を示した。なかで、6-27は内外

面に山形の押型文が施文され、縄文時代

早期末に位置づけられる。

調査範囲が限られるため溝址としたが、

底部の状況をみれば土坑とするのが適切

かもしれない。出土遺物は縄文時代で該

期に位置づけられるが、広い時期差の遺

物を含んでおり、詳細は不明である。

3)土坑

① 土坑12(挿図23、 第10図 )

第Ⅱ地区南東部で検出し、南西側が用地外で半分弱を調査した。土坑14と 重複する。形態は不

明だが、北西 。南東方向の長さが170 cmで、深さは82cmを測る。断面形は深い逆台形を呈する。

底部に 2個の小ピットをもつ。

縄文時代の無文土器片 4点と石器粗製石匙 (10-2)がある。

② 土坑13(挿図24、 第7図 )

第Ⅱ地区南東部で検出し、北東側が未調査となる。ピットと重複する。形態は不明だが、北西・

南東方向の長さが120 cmで、深さは82cmを測る。断面形は途中で稜をもつ逆台形を呈する。

縄文土器の平出3A片 2点 (7-102)と 無文土器片 3点がある。

③ 土坑14(挿図23)

第Ⅱ地区南東部で検出し、南西側が用地外で半分強を調査した。土坑12と 重複する。直径110

cmの 円形を呈すると考えられ、深さは13cmを 測る。断面形は浅い逆台形を呈し、底部に2個の小

ピットをもつ。

縄文時代の無文土器片 2点がある。

ｏ
ｏ

゛
３

司

m

挿図22 第Ⅱ地区 溝址 7
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2,13色 土

3,黄 褐色土

4,黄褐色土 (ロ ーム混 じり)

5,黒色土 (ロ ーム粒混 じり)

6,黒褐色土 (ロ ーム混 じり)

7,暗褐色土 (ロ ーム粒混 しり)

挿図23 第Ⅱ地区 土坑12・ 14・ 15016、 ビット
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④ 土坑15(挿図23)

第Ⅱ地区南東部で検出し、南西側が用地外で半分強を調査した。縄文時代中期の12号住居址と

ピットに切られる。北西・南東方向の長さが165 cmの不定形を呈し、深さは12cmを 測る。断面形

は浅い皿状を呈する。

縄文時代の無文土器片3点がある。

⑤ 土坑16(挿図23、 第7図 )

第Ⅱ地区南東部で検出し、ピットと重複する。96× 70cmの楕円形を呈し、深さは20cmを測る。

断面形は逆台形を呈する。

縄文時代中期中葉の土器片が1点 (7-3)ある。

Ｖ
０

臓

い
ヽ
・

い
。

1・ 耕  土

2,13色 土

3,黄褐色土

4,暗褐色上

5,黒 13色 土

6,黒 色 土

7,掲 色土 (ロ ーム混 しり

C′
54150

挿図25 第Ⅱ地区 土坑 17、 ビット
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⑥ 土坑17(挿図25)

第Ⅱ地区溝址 5北側で検出し、北東側が未調査で、半分強を調査した。北西・南東方向の長さ

が155 cmの楕円形を呈すると考えられ、深さは30cmを測る。断面形は逆台形を呈し、底部にJヽ ピッ

トをもつ。覆土はプロック状の堆積をなす。

出土遺物はない。

⑦ 土坑18(挿図26)

第Ⅱ地区中央部で検出し、大半は未調査で、南側の一部を調査したのみである。東西方向が

145 cmの土坑で、深さは41cmを測る。断面形は西側で段をもち、この箇所の深さは12cmを測る。

出土遺物は縄文時代の無文土器片が14点・平出 3A片 1点、黒曜石剥片 1点がある。

③ 土坑19(挿図27)

第Ⅱ地区中央部で検出し、全体を調査した。160× 120 cmの楕円形を呈し、深さは42cmを測る。

断面形は稜をもつ逆台形を呈する。

出土遺物はない。

本址南東側の点線で示した箇所でたたき状の床面が認められた。竪穴住居址かとも考えて調査

したが、遺物も検出されず、性格などがつかめなかったので、範囲のみを示しておく。

⑨ 土坑20(挿図27)

第Ⅱ地区北西側で検出し、北東側が未調査で、半分強を調査した。東西方向が76cmの円形もし

くは楕円形を呈すると考えられ、深さは51cmを測る。断面形は逆台形を呈する。

出土遺物は縄文時代の無文土器片 2点がある。

⑩ 土坑21(挿図28、 第7図 )

第Ⅱ地区北西側で検出し、ゴヒ東側が未調査で、半分強を調査した。南側でピットと重複する。

東西方向が104 cmの楕円形を呈すると考えられ、深さは10cmを 測る。断面形は不定形を呈し、西

側底に小ピットをもつ。

出土遺物は縄文時代中期中葉前半土器片 1点 (7-4)がある。

⑪ 土坑22(挿図28、 第 7010図 )

第Ⅱ地区北西側で検出し、南東側が未調査で、半分程を調査した。土坑23と重複する。東西方

向が100 cmの楕円形を呈すると考えられ、深さは68cmを測る。断面形は逆台形を呈し、底部に2

個の小ピットをもつ。

出土遺物は打製石錘 1点 (10-4)の ほかは土坑23と 混同したので、土坑23で述べる。

-38-
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5,黒 掲色土 (ロ ーム混 しり)

6,責 IS色土 (ロ ーム混 じり)

7,暗 褐色土 (ロ ーム・ 炭混 じり)

8.ロ ー ム (黄 褐色土混 じり)
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挿図26 第Ⅱ地区 土坑18、 ビット
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薇。十

2,褐 色 土

3.暗 掲色土

4.褐 色土 (黒 褐色土 混 しり)

5,暗 褐色土 (ロ ーム粒混 しり)

C

O      m

第Ⅱ地区 土坑19020、 ビット
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⑫ 土坑23(挿図28、 第 7010図 )

第Ⅱ地区北西側で検出し、両側が未調査で、全体形は明らかでない。土坑2と重複する。北西・

南東方向が190 cm呈 し、深さは17cmを測る。断面形は皿状を呈し、底部に2個のピットをもつ。

出土遺物は土坑22と 混同して、縄文時代中期初頭の土器片 1点 (7-7)0中期後半の土器片

(7-5。 6)0同無文土器片 6点、石器打製石斧 (10-506)0粗製石匙 (10-7)がある。

⑬ 土坑24(挿図29、 第7図 )

第Ⅱ地区中央部で検出し、全体を調査した。縄文時代の13号住居址を切る。314× 148 cmの長

方形を呈し、深さは42～32cmを測る。断面形は箱状を呈し、東隅に袋状のピットをもつ。覆土は

黒色十を主体としており、弥生時代のものに似かよっている。

出土遺物は、縄文時代中期中葉の土器片 1点 (7-10)・ 平出3A片 1点 (7-9)・ 無文土

器片 1点、黒曜石剥片 1点がある。

⑭ 土坑25(挿図29、 第7図 )

第Ⅱ地区中央部で検出し、全体を調査した。縄文時代の13号住居址を切る。172× H2cmの楕

円形を呈し、深さは37cmを測る。断面形は逆台形を呈し、東側上層に4個の礫がある。

出土遺物は、縄文時代中期中葉の土器片が2点 (7-H・ 12)あ る。

⑮ 土坑26(挿図29、 第 7図 )

第Ⅱ中央部で検出し、東側が未調査で、全体形は明らかでない。北西・南東方向が122 cЩ呈し、

深さは41cmを測る。断面形は逆台形を呈する。

出土遺物は、縄文時代中期後半の土器片 1点 (7-13)・ 同無文土器片 3点、石器打製石斧・

剥片がある。

⑬ 土坑27(挿図29、 第10図 )

第Ⅱ地区中央部で検出し、全体を調査した。136× 114 cmの楕円形を呈 し、深さは14cmを測る。

断面形は逆台形を呈 し、底部北西側に小ピットをもつ。

出土遺物はない。

① 土坑28(挿図29、 第10図 )

第Ⅱ中央部で検出し、北側が未調査で、全体形は明らかでない。東西方向が44cmを呈し、深さ

は20cmを測る。断面形は逆台形を呈する。

出土遺物は、縄文時代の無文土器片 1点、石器横刃型石器 1点 (10-8)・ 磨製石斧 1点 (10-

9)がある。

―-42-
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3。 第Ⅲ地区

遺跡範囲の南東側中央を東西方向に縦断する耕作道を対象とし、長さ約160m・ 幅4.0～2.6

mを調査した。本調査区の南東側は緩やかな傾斜をもち、南東先端部へ続いている。遺構は傾斜

の肩の部分までで集中して検出した。

1)竪穴住居址

① 14号住居址 (挿図31、 第10011012030図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、縄文時代の15号 016号住居址に切 られる。北側が未調査で、全体の

1/3程を調査した。直径 4mく らいの円形もしくは楕円形を呈すると考えられる竪穴住居址で、

主軸方向は不明である。壁高は14～ 1lcmで、ほぼ垂直の壁面をなす。周溝は確認箇所の壁下を全

周し、幅30～ 14cm・ 深さ23～ 7 cmを

測る。床面はたたき状に堅く良好で

ある。主柱穴はPlが相当すると考

えられるが、全体形が明らかでない

ので明確でない。ほかの柱穴の役割

も同様である。その中で、P3は壁

外にかかり、本址に付属しない可能

性が高い。

1 出土遺物は土器・石器があり、出

十量は多くないが、床面上からの出

土が主体となる。土器は深鉢で、口

縁部に楕円区画文が施されるもの

(H-2～ 4)、 無文のもの (11-

508)、 隆帯に櫛描の条線文が施

されるもの (11-1)な どがあり、
晉喫

1,耕   土

2,掲 色 土

3,暗 13色土

4,ロ ーム (15住はり床)

5,黄 掲色土

6,暗 褐色土 (ロ ーム粒混しり)

7,黒 褐色土

A′~539 50

挿図31

O             m

第Ⅲ地区 14号住居址

時期の新しい結節縄文のもの (12-

3)も ある。石器は、打製石斧 (30-

1～ 3)0横刃型石器 (30-4)粗

製石匙 (30-506)。 打製石錘
|(30-7・ 8)がある。

出土遺物から縄文時代中期後半に

位置づけられる。
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挿図32 第Ⅲ地区 15号住居址、土坑38
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③ 16号住居址 (挿図33、 第12013030031図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、縄文時代の14号住居址を切り、ロームマウンドに切られる。南側が未

調査で、全体の1/3程を調査した。円形もしくは楕円形と考えられる竪穴住居址で、規模・主

軸方向とも不明である。壁高は5～25cmを測り、ほぼ垂直の壁面をなす。床面は平坦でたたき状

に堅く良好である。主柱穴はP10P2で ある。

出土遺物は少なく、土器・石器がある。土器は深鉢で、口縁部に太い沈線をもち、縄文が施文

されるもの (12-708、 13-1～ 6)に限られ、石器は、横刃型石器 (30-100H)・ 粗製石

匙 (31-1)・ 磨製石斧 (31-3)・ 同未成品 (31-2)・ 擦痕のある礫 (31-4)がある。

、出土遺物から縄文時代中期後半に位置づけられる。

1,耕  土

2,黒 色 土

3,掲 色 土

4,黒掲色土 (ロ ーム粒・ 炭混 じり)

5,暗 褐色土 (黒 13色土 。●―ム拉混 じり)

6,暗 13色 土 (ロ ーム粒混 しり)

7,黒 色土 (ロ ーム粒混 しり)

8,黄褐色土 (ロ ーム粒混 しり)

9,黒 13色 土 (ロ ーム粒混しり)

lo,灰 褐色土

12.責 18色 土

挿図33 第Ⅲ地区
‐
16号住居址
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④ 17号住居址 (挿図34、 第13～ 15031032・ 53054図 )

第Ⅲ地区中央部で検出し、弥生時代の方形周溝墓 1に切られる。両側が未調査で、全体の1/3

程を調査した。東西方向が5。2mの円形もしくは楕円形と考えられる竪穴住居址で、主軸方向は

N40° Eと推定される。壁高は25～16cmを 測り、やや緩やかな壁面をなす。周溝が確認でき、西

壁下は幅40cm前後・深さ19～ 14cmを測り、やや幅広い。東壁下では二重となり、外側のものは床

面より6～ 9 cm高い位置にある。外側は幅24～10cm O深 さ13γ 8cm、 内側は幅20cm前後・深さ30

～20cmを測る。床面はたたき状に堅く良好である。主柱穴はPl～ P3が相当すると考えられる

が、全体形が明らかでないので明確でない。壁と重複するP6と その北西にある土坑状の穴は、

本址に付属するものではないと考えられる。炉址は、中央北東寄りに位置する石組炉で、135×

H5cmの方形を呈し、内部が凹んで焼土が認められた。炉石は抜かれて残っていないが、置かれ

た位置は溝状の落ち込みで確認できる。周溝の状況などから建て替えられていると推定される。

出土遺物は土器 0石器・土製品があり、14-1は P2に入っていた。土器は深鉢で、日縁部が

内側に曲がる器形が多く (13-708、 14-6～ 10)、 ほかに口縁端部が外反するもの (14-40

5・ H)がある。文様は、沈線と縄文が施されるものが主体を占める。石器は、打製石斧 (31-

5～11)・ 横刃型石器 (31-13～ 18、 32-1～ 3)。 粗製石匙 (32-405)0磨製石斧 (32-

6)・ 敲打器 (32-7)・ 凹石 (32-8)。 すり石 (32-9010)・ 石皿 (32-11)。 打製石錘

(32-12013)。 打製石鏃 (54-4)0ピエス・ エスキーユ (54-5)がある。土製品は、土製

円盤 (53-3)。 十平 (53-4)で ある。

出土遺物から縄文時代中期後半の初頭に位置づけられる。

⑤ 18号住居址 (挿図35、 第16～22033～35053054図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、弥生時代の方形周溝墓 2に切られる。両側が未調査で、全体の1/3

程を調査した。東西方向が5.6mの円形もしくは楕円形と考えられる竪穴住居址で、主軸方向は

不明である。壁高は36～27cmを測り、やや緩やかな壁面をなす。周溝が確認でき、西壁下は幅24

～10cm・ 深さ9～ 6 cm、 東壁下は幅24～ 16cm・ 深さ13～ 4 cmを 測る。床面はたたき状に堅く良好

である。主柱穴はP10P2で ある。炉址は中央南西寄りに位置する切リゴタツ状の石組炉で、

135× 120 cmの方形を呈し、内部が深く凹んで焼土が認められた。炉石は北東・北西側が抜かれ

て残っていない。南東側の炉石の上から石棒が出土 した。

出土遺物は土器 。石器 。土製品・石製品があり、覆土中に多量に廃棄されていた。土器は、沈

線と縄文で施文される深鉢がほとんどであり、台付甕 (18-7～ 9)もみられる。石器は、打製

石斧 (33-1～ 18)0横刃型石器 (33-19、 34-1～21)0打製石錘 (35-102)。 使用痕の

ある礫 (35-3～ 6)・ 使用痕のある剥片 (54-607・ 9010)0ス クレイパー (54-8)が

ある。土製品は土製円盤 (53-506)、 石製品は石棒 (35-7)で ある。

出土遺物から縄文時代中期後半に位置づけられる。
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9 呻 o ?

1,耕   土

2,黒 褐色土 (ロ ーム粒混 じり)

3,暗 掲色土 (ロ ーム粒混 じり)

4,13色 土

5,暗 掲色土 (褐 色土混 じり)

6,暗 掲色土 (黄 掲色土混 じり)

7.責 褐色土

8,暗褐色土 (ロ ーム混 じり)

10.焼   土

D′ 53840

m

挿図34 第Ⅲ地区 17号住居址

A′ 53850
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9    (1:60)    ηnl

1.耕  土

2.褐 色 土

3,暗 褐色土

4.黄褐色土 (ロ ーム粒混 しり)

5,褐色土 (0-ム 粒混 しり)

6.暗掲色土 (ロ ーム混 しり)

7,焼  土

0 (l:30) lm#

D' u3r. no

挿図35 第Ⅲ地区 18号住居址
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⑥ 19号住居址 (挿図36、 第22023035036図 )

第Ⅲ地区西端で検出し、南側が未調査で、全体の半分程を調査した。平面形の把握が床面によ

る推定であるが、東西方向が4.Omの円形もしくは楕円形の竪穴住居址である。壁は確認できな

かった。床面は全体に軟弱で不良である。主柱穴はP10P4で 、後者は二段の堀込みをなす。

中央部に10～40cmの石4個があり、周辺に焼土が認められ、中で南側のものは厚くこの箇所が炉

址の可能性が強い。

出土遺物は土器・石器があり、あまり多くない。土器は、沈線と縄文で施文される深鉢が多く

(22-11013～ 18)、 隆帯にキザミがつけられる破片 (22-10)は珍しい。ほかに、台付甕の脚

台部 (22-12)があり、結節縄文の破片は (23-1・ 2)本址より新しい。石器は、打製石斧

(35-8～ 12036-1)・ 横刃型石器 (36-2～ 4)磨製石斧未成品 (36-5)・ すり石兼用の

凹石 (36-6)・ すり石 (36-7)・ 礫 (36-8)がある。

出土遺物から縄文時代中期後半の初頭に位置づけられる。

|∞
/

像

い
∞
Φ

・
ｏ

A′
539 oo1,耕   土

2.黒 色 土

3.掲 色 土

4,暗 13色 土 (ロ ーム粒混 しり)

5,焼  土

6.黄掲色土 (ロ ーム混 じり)

7.黄掲色土 (ロ ーム粒混 じり)

9    (1:60)   7m

挿図36 第Ⅲ地区 19号住居址
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⑦ 20号住居址 (挿図37、 第23図 )

第Ⅲ地区西側で検出した。南側大部分が用地外にかかり、北側の一部を調査した竪穴住居址で、

規模・平面形・主軸方向とも不明である。壁高は15cm前後で、やや緩やかな壁面をなす。周溝が

壁下に確認され、幅18～10cm・ 深さ8～ 4 cmを 測る。柱穴は上面に石をもつPlがある。

出土遺物は、深鉢片 2点 (23-304)がある。

出土遺物が少なく詳細な位置づけは不可能であるが、縄文時代中期後半と考えられる。

1,耕  土

2.掲 色 土

3,暗 褐色土

4,13色土 (暗 褐色土混 じり)

5,暗 褐色土 (ロ ーム粒混 しり)

6,暗 褐色土 (ロ ーム混 しり)

7,黒 褐色土

A′
53950

0     (1:60)     2:11

挿図37 第Ⅲ地区 20号住居址

③ 21号住居址 (挿図38、 第23036・ 37図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、縄文時代の土坑51～56と重複し、大半が本址を切っていると判断でき

た。東西方向が3.9mの 円形もしくは楕円形と考えられる竪穴住居址で、主軸方向は不明である。

壁は北西側・南東側の一部を確認し、壁高は12～ 6 cmを測り、緩やかな壁面をなす。床面は柔ら

かく不良である。主柱穴はPlで、ほかは確認できなかった。炉址は中央位置する石組炉で、50

～12cmの 石12個を用いて95× 90cmの方形に組み、内部がわずかに凹んで焼土が認められた。炉址

東隅にあるP2は本址より新しく、石を抜いていると考えられる。
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出土遺物は土器・石器があり、遺構の把握が十分でなかったので、一部に混入遺物があると考

えられる。土器は深鉢で、櫛状工具による施文を地文として沈線が施されるものが主体で (23-

5～18)、 結節縄文が施される破片 (24-4～ 7)な どがある。石器は、打製石斧 (36-9～ 13、

37-1～ 3)・ 横刃型石器 (37-4～ 6)がある。

出土遺物から縄文時代中期後半に位置づけられる。

9   (1:302    1 nn

0     11:60)     2m

挿図38 第Ⅲ地区 21号住居址

⑨ 22号住居址 (挿図39、 第24037図 )

第Ⅲ地区中央部の南東側に傾斜が始まる部分で検出した。南側は用地外であるが、炉址は地権

者の了承を得て拡張した。傾斜にかかるため西壁のみを把握しただけで、規模・平面形・主軸方

向とも不明の竪穴住居址である。壁高は確認部分で15～ 6 cmを測り、緩やかな壁面をなす。床面

は柔らかく不良であり、東側では確認できなかった。主柱穴はP3で、P10P2は 用途不明で

ある。炉址は中央に位置すると考えられ、HO× 92cm楕円形を呈し、内部が凹んで焼土が認めら

れた。上層に35～ 10cmの石20個があり、住居址廃棄時に石を入れたものと考えられる。

Ｐ
螢

ｄ

A

牌

ξ
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出土遺物は少なく、縄文を地文として沈線が施される深鉢 (24-8)

(24-9～ 13)、 石器横刃型石器 (37-6)が出土したのみである。

出土遺物から縄文時代中期終末に位置づけられる。

o rr:oor 2m

-

卜

い
ω
い

い
ｏ

・沈線が施文される破片

9   (1:30)   lm

挿図39 第Ⅲ地区 22号住居址

2)方形周溝墓

① 方形周溝墓1(挿図40、 第37図 )

第Ⅲ地区中央部で検出し、縄文時代の17号住居址を切る。全体の半分ほどを調査した。東西方

向が6.5mを測る方形周溝墓で、主軸方向はN61° Wと推定される。周溝の形態は南側に未調査

部が存在するため確定できないが、方形を呈すると考えられる。周溝は、幅55～ 32cm・ 深さ14～

8 cmを測り、全体として浅く幅が狭い。断面形は逆台形をなす。土橋部は確認できなかった。主

体部は周溝内中央に位置すると考えられ、東西方向が186cmの 長方形を呈し、断面形は逆台形を

なす。東西の壁下に長さ45cmの小穴があり、小日痕と考えられる。底部は中央がわずかに凹む船
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状をなす。これらにより、組合わせ式の箱型木棺が埋葬施設として使われたと判断できた。なお、

主体部南西の穴は本址より古い時期の遺構である。

遺物は周溝内や主体部から縄文土器と石器が出土した。縄文土器は省略し、石器打製石斧 (37-

7)・ 横刃型石器 (37-8)・ 打製石錘 (37-9)を掲載したが、縄文時代からの紛込み遺物と

推定される。

出土遺物から時期判断はできないが、遺構の状況から弥生時代後期に位置づくと考えられる。

|"

A′ 53900

C′ 53900

1.耕 土

2.黒 色上

3.黒 色土 (掲 色土混 しり)

臓

い
∞
０

８

Ａ一二

挿図40 第Ⅲ地区 方形周溝墓1
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1,褐 色 土

2.黒 色 土
3,褐 色土 (黒 色土混 じり)

4.黒褐色土

5,ロ ーム (黒 褐色土混 じり)

挿図41 第Ⅲ地区 方形周溝墓 2
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② 方形周溝墓 2(挿図41、 第37図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、縄文時代の18号住居址、土坑29・ 49を切る。南側の周溝と南東・南西

の隅を調査し、北側の大半が用地外にかかる。東西方向が9.8mの方形周溝墓で、主軸方向はN
53° Wと推定される。覆土は黒任.+を主体としており、容易に検出できた。周溝は幅155-58cm・

深さ87～26cmを測り、断面形は逆台形を呈する。東側でとぎれる箇所があり、土橋部と考えられ

る。主体部は未調査の北側に存在すると推定される。

遺物は周溝内から縄文土器と石器が出土した。縄文土器は省略し、石器打製石斧 (37-10-12)

・横刃型石器 (37-13)を掲載したが、縄文時代からの紛込み遺物と推定される。

遺構の状況から弥生時代後期に位置づけられる。

3)溝 址

① 溝址8(挿図42)

第Ⅲ地区西側の19号住居址東側で検出した。長さ2.7mを調査し、両側に延長する。方向はN
42° Eを示す。幅は50～40cm O深 さ15～ Hcmを測り、断面形は逆台形をなす。覆土は暗褐色+を

主体としており、砂などはなく、水が流れた形跡は認められなかった。

出土遺物は縄文土器片29点がある。

方形周溝墓周溝とは覆土に違いがあり、縄文時代に位置づく可能性が強いが、断定できない。

4)土  坑

① 土坑29(挿図43、 第25026・ 37図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、北側が未調査となる。弥生時代の方形周溝墓2に切られる。全体形は

不明だが、東西方向の長さが210 cmで 、深さは69cmを測る。断面形は箱状を呈し、東側で段をも

つ。底部は平坦である。

出土遺物は多く、主に覆土中層に包含されていた。土器・石器があり、土器は結節縄文が施さ

れる深鉢で (25-1～ 14、 26-102)、 石器は打製石斧 (37-14～ 16)0打製匿錘 (37-17)・

敲打器 (37-18)である。

② 土坑30(挿図44、 第26037図 )

第Ⅲ地区中央部で検出し、全体を調査した。直径94cmの円形を呈し、深さは49cmを測る。断面

形は箱状を呈し、底部は平坦である。

出土遺物は土器・石器があり、土器は結節縄文が施される深鉢 (26-3)の ほか、無文の破片

が6点出土した。石器は打製石斧 (37-19)と 礫が1点ずつある。
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8        9    (1:62)    ηm

挿図42 第Ⅲ地区 溝址 8、 土坑42、 ロームマウンド
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ピット挿図43 第Ⅲ地区 土坑29、



③ 土坑31(挿図44、 第26図 )

第Ⅲ地区中央部で検出し、全体を調査した。74× 74cmの丸みを帯びた三角形を呈し、深さは19

cmを測る。断面形は逆台形を呈する。

出土遺物は土器 0石器があり、土器は縄文時代中期後半の破片 3点・無文の破片 6点があり、

前者 1点 (26-4)を拓影で示した。石器は打製石斧が1点ある。

④ 土坑32(挿図44、 第26037054図 )

第Ⅲ地区中央部で検出し、北側が用地外となる。形態は不明だが、東西方向が190 cmを 測り、

深さは32cmを測る。断面形は逆台形を呈し、南側に段をもつ。

出土遺物は土器・石器があり、土器は縄文時代中期中葉の破片 3点・同後半の破片20点 0無文

の破片44点があり、前 2者 4点 (26-5～ 8)を拓影で示した。石器は、打製石斧 1点・横刃型

石器 1点 (37-20)・ スクレイパー1点 (54-8)がある。

⑤ 土坑33(挿図44、 第26038図 )

第Ⅲ地区中央部で検出し、全体を調査した。204× 160 cmの不定形を呈し、深さは21cmを測る。

断面形は逆台形を呈し、底部に6個の小穴をもつ。

出土遺物は土器・石器があり、土器は縄文時代中期後半の破片 4点 0無文の破片14点があり、

前者 1点 (26-9)を拓影で示した。石器は、打製石斧 1点 (38-1)・ 打製石錘1点 (38-2)

がある。

⑥ 土坑34(挿図44、 第26・ 37図 )

第Ⅲ地区中央部で検出し、全体を調査した。94× 56cmの不定形を呈し、深さは34cmを測る。断

面形は逆台形を呈する。北側に深さ20cIIIの 箇所があり、 2個の穴が重複 していると考えられる。

出土遺物は縄文土器の無文の破片が 6点ある。

⑦ 土坑35(挿図45、 第26・ 38図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、全体を調査した。140× 130 cmの楕円形を呈し、深さは126 cmを測る。

南側で2個の穴と重複する。断面形は逆台形を呈し、底部の点線で示した箇所がたたき状に堅く

なっていた。覆土の中層には焼土が顕著に認められた。

出土遺物は土器・石器があり、土器は縄文時代中期後半の破片 9点・同終末の破片 4点 0無文

の破片33点があり、前 2者 5点 (26-10～ 14)を拓影で示した。石器は、打製石斧 1点・横刃型

石器 1点 (38-3)・ 礫がある。
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③ 土坑36(挿図45、 第26027038図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、北側が未調査で全体形は不明である。東西方向が130 cmを呈し、深さ

は97cmを測る。断面形は柱状を呈し、底部の点線で示した箇所がたたき状に堅くなっていた。本

址を取り囲むように土坑状の穴が7個認められた。

出土遺物は土器・石器があり、土器は縄文時代中期後半の破片13点・無文の破片31点があり、

前者 7点 (26-15～ 20、 27-102)を拓影で示した。石器は、打製石斧 2点 (38-4・ 5)・

横刃型石器 1点・石錘2点がある。

⑨ 土坑37(挿図46、 第27図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、全体を調査した。90× 82cmの楕円形を呈し、深さは49cmを測る。断面

形は逆台形を呈し、底部のほぼ全面がたたき状に堅くなっていた。南東側で 2個の穴と重複する。

出土遺物は土器・石器があり、土器は縄文時代中期後半の破片 1点 (27-3)・ 無文の破片 4

点、石器は黒曜石片 6点である。

⑩ 土坑38(挿図45、 第27図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、全体を調査した。直径116 cmの円形を呈し、深さは110 cmを測る。断

面形は柱状を呈し、底部は平坦である。東側で浅い土坑状の穴と重複する。

出土遺物は土器・石器があり、土器は縄文時代中期後半の破片 6点・同終末の破片 3点・無文

の破片8点で、前 2者 6点 (27-4～ 9)を拓影で示した。石器は剥片 6点である。

⑪ 土坑39(挿図46、 第27図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、全体を調査した。74× 66clllの 楕円形を呈し、深さは31cmを測る。断面

形は北側で段をもつ。

出土遺物は土器・石器があり、土器は縄文時代中期初頭の破片 1点 (27-10)0同 後半の破片

1点 (27-11)。 無文の破片14点、石器は黒曜石剥片 1点である。

⑫ 土坑40(挿図46、 第27図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、全体を調査した。77× 50cmの楕円形を呈し、深さは31cmを測る。断面

形は逆台形を呈する。底部全体が堅く、特に点線で示した箇所がたたき状に認められた。

出土遺物は、縄文時代中期初頭の土器片 1点 (27-12)と 黒曜石の破片 1点である。

⑬ 土坑41(挿図46、 第27図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、全体を調査した。縄文時代の20号住居址と土坑57と重複する。140×

140 cmの不定形を呈し、深さは27cmを測る。断面形は不定形で、底部に2個の穴がある。
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出土遺物は土器・石器があり、土器は縄文時代中期後半の破片 5点・無文の破片11点で、前者

3点 (27-13～ 15)を拓影で示した。石器は打製石錘 1点 (38-6)・ 黒曜石剥片 1点である。

⑭ 土坑42(挿図42、 第27038図 )

第Ⅲ地区西端で検出し、北側が未調査で全体形は不明である。東西方向が120 cmを呈し、深さ

は29cmを測る。断面形はナベ底状を呈する。

出土遺物は土器・石器があり、土器は縄文時代中期中葉の破片 1点 (27-17)・ 同後半の破片

4点 (27-16・ 18019)・ 無文の破片 7点で、石器は横刃型石器 1点 (38-7)な どである。

⑮ 土坑43(挿図46、 第27図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、全体を調査した。160× 132 cmの楕円形を呈し、深さは6 1cmを 測る。

断面形は南側で段・北側で稜をもつ。

出土遺物は土器 0石器があり、土器は縄文時代中期後半の破片12点・同終末の破片 3点・無文

の破片14点があり、前者 5点 (27-20～ 24)を拓影で示した。石器は剥片が 2点ある。

⑩ 土坑44(挿図42、 第27038図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、北側が未調査で全体形は不明である。東西方向が180 cmを呈し、深さ

は17cmを 測る。断面形は皿状を呈し、底部に溝状の落ち込みが認められた。

出土遺物は、縄文時代中期後半の土器破片 1点 (27-25)・ 無文の破片 7点がある。

① 土坑45(挿図43、 第27028図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、北側がわずか未調査となる。90× 68cmの楕円形を呈し、深さは31cmを

測る。断面形は逆台形を呈し、覆土は暗褐仲`+が主体をなす。

出土遺物は土器 。石器があり、縄文時代中期の破片19点・無文の破片25点で、前者 9点 (27-

26～ 33、 28-1)を拓影で示した。石器は剥片が 2点ある。

⑬ 土坑46(挿図43、 第28図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、南側が未調査で全体形は不明である。東西方向が97cmを呈し、深さは

59cmを測る。西側が深さ74cmの穴になる。

出土遺物は土器 0石器があり、土器は縄文時代中期後半 4点 (28-2～ 5)0無文の破片6点、

石器は剥片が1点ある。

⑩ 土坑47(挿図43、 第28図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、南側が未調査で全体形は不明である。東西方向が74cmを呈し、深さは
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86cmを測る。土坑状の穴2個 と重複する。

出土遺物は、縄文時代中期後半の土器破片 (28-6～ 8)・ 無文の破片が10点出土した。

⑩ 土坑48(挿図43、 第28055図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、北側が未調査で全体形は不明である。東西方向が126 cmで、深さ44cm

を測る。断面形は逆台形を呈し、南側に段をもつ。底部南東側に小穴がある。

出土遺物は土器・石器があり、土器は縄文時代中期初頭の破片 1点 (28-9)・ 無文の破片10

点、石器は使用痕のある剥片 1点 (55-2)で ある。

② 土坑49(挿図43、 第28038図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、縄文時代の18号住居址と弥生時代の方形周溝墓2に切られる。全体形

は不明であるが、130× 110 cmの方形を呈し、深さは24cmを測る。断面形は皿状を呈し、底部南

債1に穴がある。中央部に30～ 18cmの 石5個が認められた。

出土遺物は土器・石器があり、土器は縄文時代中期後半の破片 2点 (28-10011)・ 無文の破

片 9点、石器は横刃型石器 1点 (38-8)である。

② 土坑50(挿図45、 第26038図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、全体を調査した。直径85cmの円形を呈し、深さは50cmを測る。断面形

は逆台形を呈し、底部は平坦である。

出土遺物は土器・石器があり、土器は縄文時代中期後半の破片 2点 (28-12013)、 石器は打

製石斧 1点・横刃形石器 1点 (38-9)・ 粗製石匙 1点 (38-10)である。

④ 土坑51(挿図43、 第28038図 )

第Ⅲ地区中央部で検出し、北側が未調査で全体形は不明である。東西方向が160 cm・ 深さ103

cmを測り、断面形は柱状を呈し、上部で稜をもって緩やかに立ち上がる。底部は平坦で、中心部

の広い範囲にたたき状の堅い部分が認められた。

出土遺物は土器・石器があり、土器は縄文時代中期後半から終末の破片52点 。無文の破片26点

で、前者13点 (28-14～ 26)と 粗雑な調整の回縁部 (28-27)を示した。石器は横刃形石器 (38-

H)・ 剥片などがある。

② 土坑52053(挿図43、 第28038図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、全体を調査した。重複するので一緒に記述する。138× 50cmの不整形

を呈し、深さは土坑52が55cm・ 土坑53が73cmを測る。断面形はいずれも柱状を呈する。

出土遺物は土器 。石器があり、土坑52は 、縄文土器の平出3Aの破片 1点・同中期後半の破片
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5点・無文の破片 6点、土坑53は 、縄文時代中期後半土器片 5点・無文の破片8点がある。石器

は、土坑52で礫 1点・土坑53で打製石錘 1点 (38-12)がある。

④ 土坑54(挿図46、 第29図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、北側で土坑55と重複する。110× 90cmの丸みを帯びた方形を呈し、深

さは40cmを測る。断面形は逆台形を呈し、東側で稜をもつ。底部中央にたたき状に堅い部分を認

めた。

出土遺物は、縄文時代中期後半の土器破片 2点 (29-506)・ 無文の破片13点がある。

④ 土坑55(挿図46、 第29図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、北側が未調査で全体形は不明である。土坑54と重複する。東西方向が

148 cm・ 深さは101 cmを測る。断面形は柱状を呈し、稜をもって緩やかに立ち上がる。底部のほ

ぼ全面がたたき状に堅くなっていた。

出土遺物は土器 0石器があり、土器は縄文時代中期初頭の破片 1点 (29-7)0同後半から終

末の破片13点 (29-8～ 12)・ 無文の破片34点、石器は打製石斧と剥片である。

④ 土坑56(挿図46、 第29図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、土坑57と重複するが、ほぼ全体を調査した。直径110 cmの 円形を呈し、

深さは42cmを測る。断面形は逆台形を呈する。

出土遺物は縄文時代中期後半の深鉢破片 6点 (29-15～ 17)・ 同無文の破片 3点がある。

④ 土坑57(挿図46)

第Ⅲ地区西側で検出し、土坑56と重複するが、ほぼ全体を調査した。58× 38cmの楕円形を呈し、

深さは61cmを測る。断面形は逆台形を呈する。

出土遺物は石器磨製石斧 1点 (38-13)がある。

④ 土坑58

欠番とする。

① 土坑59(挿図46、 第29図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、南側が未調査で、全体形は不明である。東西方向が160 cm・ 深さは26

cmを測る。断面形は不定形で、途中から稜をもって立ち上がる。

出土遺物は縄文時代中期後半から終末の土器破片4点 (29-18～ 20)・ 無文の破片幻点がある。
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① 土坑60(挿図45、 第29038図 )

第Ⅲ地区西側で検出し、南側が未調査で全体形は不明である。東西方向が180 cm・ 深さは17cm

を測る。断面形は皿状を呈し、底部東側に小穴がある。

出土遺物は、縄文時代中期後半の土器破片 1点 (29-21)・ 無文の破片 2点、石器横刃形石器

1点 (38-14)がある。

⑫ 土坑61(挿図47、 第29038図 )

第Ⅲ地区東側で検出し、北側が未調査で全体形は不明である。上面は耕作などの攪乱を受けて

いる。東西方向が390 cmで、深さは東側で67cm・ 西側で49cmを測る。断面形は箱状をなし、南側

に段をもつ。土層から2基の土坑の重複と考えられ、東側が切っていると判断できた。

出土遺物は土器 0石器があり、土器は縄文時代中期中葉の底部 (29-22)。 同後半の破片 2点

(29-23)・ 無文の破片19点で、石器は横刃型石器・磨製石斧 (38-15)・ 打製石錘 (38-16)・

礫が 1点ずつある。
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4.第Ⅳ地区

遺跡範囲南東部の南西側を東西方向に縦断する耕作道を対象とし、長さ約175m・ 幅4.5～ 3

mで調査した。本調査区中央に緩やかな傾斜があり、遺構分布に差が認められた。遺構が密集す

るのは傾斜西側の部分であり、東側はわずかに認められたのみである。ほかに、中央部傾斜の途

中から西側にかけて、幅120～40cmの溝が検出された。全体では一本であるが、2～ 3本みられ

る部分もある。箱状の断面形をなし、すべての遺構を切っており、近代以降の溝であると判断で

きた。地権者などにこうしたものを掘ったことがないかうかがったが、はっきりしなかった。全

体図には細線で示しておいたが、遺構図では掲載しなかった。

1)竪穴住居址

① 23号住居址 (挿図49、 第39048・ 55図 )

第Ⅳ地区西側の傾斜の肩の部分で検出し、北側

が用地外で、南側の一部を調査 したのみである。

規模・平面形・主軸方向とも不明の竪穴住居址で

ある。壁高は80～22cmを測り、緩やかな壁面をな

す。床面はほんの一部 しか確認できず、軟らかく

不良である。主柱穴はPl相当すると考えられる

が、全体形が不明なので断定できない。

出土遺物は土器 0石器があり、上層から多く出

土 した。土器は唐草文系が主体を占め (39-1～

8)・ 沈線と櫛描条線文が施文される破片 (39-

9～13)な どがある。石器は、打製石斧 (48-1

～ 9)・ 横刃型石器 (48-H～ 15)・ 粗製石匙

(48-10)・ 磨製石斧 (48-16)・ 打製石錘 (48-

17)0使用痕のある剥片 (55-3)がある。

出土遺物から縄文時代中期後半に位置づけられ

る。

m

挿図49 第Ⅳ地区 23号住居址
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② 24号 028号住居址 (挿図50、 第39～45・ 48～51055図 )

第Ⅳ地区西側で検出し、南側が用地外で中央に溝の攪乱を受けており、全体の半分強を調査し

た。プラン検出時に2軒の遺構の重複と考えられ、溝の南側を24号住居址、北側を28号住居址と

して調査をした。調査終了時に検討したが、床面や全体形など1軒と考えられるが、周溝などで

不整合な箇所がみられる点で2軒 とも考えられる。よって、当初のように2軒 として一緒に記述

する。東西方向が4.5mの竪穴住居址で、主軸方向は不明である。壁高は、南側で27～ 4 cm・ 北

側で12～ 9 cmを 測り、やや緩やかな壁面をなす。周溝は東 。北壁下にあり、西側では炉址の方向
｀

に向かうものと壁下に位置するものとがある。幅40～ 10cm。 深さ21～ 4 cmを 測る。床面はたたき

状に堅く、南と北で差は認められない。炉址は、中央南寄りに位置すると考えられる石組炉で、

142× 136 cmの方形を呈し、内部は深く堀込まれて焼土が認められた。炉石は抜かれて残ってい

ないが、置かれた位置はほぼ特定できた。

出土遺物は土器・石器があり、南側中央を中心に上層から床面にかけて多量に出土した。

24号住居址では、土器は回縁部に太い沈線 0胴部は沈線と縄文が施される深鉢が主体で (39-

16～ 18、 40-1～ 4、 41-1～ 5)、 沈線が施文されるもの (41-6)0隆帯と縄文が文様のも

の (42-1)・ 沈線と櫛状工具によるもの (41-5)な どがあり、唐草文系の台付甕 (43-1)

もある。石器は、打製石斧 (49-1～ 10)・ 横刃型石器 (49-11～ 16)0粗製石匙 (49-17018)

。磨製石斧 (49-19)・ 敲打器 (49-20)。 打製石錘 (49-21023・ 24)・ 切り目石錘 (49-22)

。擦痕のある礫 (50-1)・ 砥石 (50-203)・ 調整痕のある剥片 (55-4・ 5)・ 石錐 (55-

6)・ ピエス・ エスキーユ (55-8)・ 使用痕のある剥片 (55-9)がある。

28号住居址部分では極めて少なく、深鉢の底部 (45-13)と 横刃形石器 (51-1)・ 敲打器 。

(51-2)・ 砥石 (51-3)・ 剥離痕のある礫 (51-4)・ 石皿 (51-5)・ 使用痕のある剥片

(55-11)がある。

出土遺物から縄文時代中期後半に位置づけられる。

③ 25号住居址 (挿図51、 第45050図 )

第Ⅳ地区西側で検出し、大部分が北側の用地外かかり、南側の一部の調査にとどまった。規模・

平面形・主軸方向とも不明な竪穴住居址である。壁高は23～ 10cmを 測り、やや緩やかな壁面をな

す。周溝が確認され、幅20～ 6 cm・ 深さ12～ 8 cmを 測る。床面はたたき状に堅く良好である。主

柱穴はPlである。

出土遺物は少なく、土器 0石器がある。土器は沈線と縄文が施される深鉢 (45-2)が Pl脇

の床面上から出土し、ほかに石器打製石斧 (50-405)0横刃型石器 (50-607)・ 敲打器

(50-8)・ 凹石 (50-9)・ 打製石錘 (50-10011)がある。

出土遺物から縄文時代中期後半に位置づけられる。
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挿図50 第Ⅳ地区 24号 028号住居址
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挿図51 第Ⅳ地区 25号住居址

④ 26号住居址 (挿図52、 第26050055図 )

第Ⅳ地区西側でたたき状の床面を検出して住居址とした。南側は用地外で、北側で溝の攪乱を

受けており、半分ほどを調査した。縄文時代の土坑76に切られる。点線で示した範囲に床面を認

めたのみで、規模や平面形・主軸方向は把握できなかった。床面はたたき状に堅く極めて良好で

あるが、住居址範囲すべてには認められなかった。主柱穴は確定できないが、Pl oP2・ P5

が相当すると考えられる。炉址は中央やや北よりに位置する石囲炉で、H5× HO cmの変形に床
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面が掘り凹められて、内部は深く焼土が認められた。炉石は抜かれて残ってないが、置かれた位

置は特定できた。Plに重複するように、20～ 10cmの 石5個を46× 33cmコ の字に並べ、周辺と内

部にわずかに焼土が認められる施設がある。副炉址的な役割を果たしたのかもしれないが、Pl

との関連がはっきりつかめず、断定はできない。

出土遺物は少なく、土器・石器がある。上器は深鉢の破片のみで、結節縄文が施されるもの

(26-8～ 11)がある。石器は、打製石斧 (50-12)・ 横刃型石器 (50-13014)・ 打製石錘

(50-15)0使 用痕のある剥片 (55-10)である。

出土遺物が少なくはっきりしないが、縄文時代中期終末に位置づけられる。

C′ 53850

陣
‥

上

9   (1:30)   lm
A' s3s. so

0_ぃ の _2m

挿図52 第Ⅳ地区 26号住居址
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⑤ 27号住居址 (挿図53、 第45・ 50図 )

第Ⅳ地区西側で検出しく溝と縄文時代の上坑75に切られる。南側が用地外で、半分ほどを調査

した。東西方向が4.Omの竪穴住居址で、主軸方向は不明である。壁高は9～ 3 cmを 測り、緩や

かな壁面をなす。床面は柔らかく不良である。柱穴はPl～ P3ま であるが、主柱穴の確定はで

きない。炉址は、中央に石 2個 と焼土が認められ、この箇所が相当すると考えられる。

出土遺物は極めて少なく、縄文を地文として格子状の沈線が施される深鉢の破片 (45-12)と

打製石斧 (50-16)の 2点のみである。

平面形もはっきりせず、床面や柱穴も同様である。遺物も2点 しか出土せず、竪穴住居址とし

てよいか疑間が残る。一応、縄文時代の竪穴住居址と考えておく。

(1:30) lm

B′ -53900

挿図53 第Ⅳ地区 27号住居址

Ｐ
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挿図54 第Ⅳ地区 方形周溝墓 3、 ビット
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2)方形周溝墓

① 方形周溝墓1(挿図54、 第45図 )

第Ⅳ地区西側で検出し、耕作の攪乱を受けている。北側の周溝を調査し、大半が南側の用地外

にかかる。北側の周溝も全面が調査できなかったので規模は不明の方形周溝墓である。周溝は幅

55～44cm・ 深さ39～20cmを測り、断面形は逆台形をなす。

遺物は、周溝上部からほぼ完形の弥生時代後期後半の甕 (45-14)が出土 した。ほかに、縄文

土器片 (45-15～ 17、 46-1)は紛れ込み遺物である。

3)溝址・ 溝状遺構

① 溝址9(挿図55)

第Ⅳ地区中央部で検出した。長さ3.8

mを調査し、両側に延長する。方向はN

30° Eを示す。幅62～40cm・ 深さH～ 9

cmを測り、断面形は逆台形をなす。覆土

は暗褐俸′十を主体としており、砂などは

なく、水が流れた形跡は認められなかっ

た。

出土遺物は、縄文土器の無文の破片 2

と黒曜石の破片 1点があるのみである。
B B' urr ro

.-\_J

0 (l:60) 2m

挿図55 第Ⅳ地区 溝址 9

② 溝状遺構 1(挿図56、 第 1図 )

第Ⅳ地区西側で検出し、全体を調査 した。長さ3.6m・ 幅168～ 90cmを測る細長い溝状遺構で、

形態は南側で広くなり、 2個の小穴と重複する。長軸方向はN22° Wを示す。断面形は丸みを帯

びたV字形を呈し、深さは65～49cmを測る。覆土は暗褐色土が主体をなす。

出土遺物は縄文時代中期土器の磨滅した破片がほとんどで、総数は96点ある。深鉢底部 1点

(1-1)。 平出3Aの破片 3点 (1-2～ 3)。 中期後半の破片 1点 (1-4)を 掲載 した。

出土遺物から縄文時代中期に位置づけられるが、役割などは不明である。
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挿図56 第Ⅳ地区 溝状遺構 1

4)土 坑

① 土坑62(挿図57、 第51図 )

第Ⅳ地区中央部傾斜の途中で検出し、全体を調査した。72× 66cmの不整楕円形を呈 し、深さは

28cmを測る。断面形は北側に段をもつ。

出土遺物は、石器の打製石錘 1点 (51-6)がある。

② 土坑63(挿図58、 第46051図 )

第Ⅳ地区西側で検出し、溝に切られて半分ほどを調査した。直径が80cmく らいの円形を呈する

と考えられ、深さは80cmを測る。断面形は柱状を呈し、底部は平坦である。

出土遺物は土器・石器があり、土器は結節縄文の深鉢片 1点 (46-2)と 無文破片 1点、石器

は粗製石匙 1点 (51-7)で ある。
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③ 土坑64(挿図59、 第46051図 )

第Ⅳ地区西側で検出した。調査時に2基の土坑の番号が重複して遺物などの区別ができなくなっ

たので、土坑64A・ Bと して一緒に記述する。土坑58が欠番で総数に変化はない。

土坑64Aは 、128× 108 cmの楕円形を呈し、深さは44cmを測る。断面形は袋状を呈し、底部は

平坦である。

土坑64Bは、溝に北側の一部を切られる。直径46cmの円形を呈し、深さは92cmを測る。断面形

は柱状を呈し、規模が小さいのに深くなる。

出土遺物は土器 0石器があり、縄文時代中期後半の土器片 2点 (46-304)と敲打器 1点・

(51-8)である。

④ 土坑65(挿図60、 第46図 )

第Ⅳ地区西側で検出し、北側が用地外で南側が溝に切られ、半分ほどを調査した。東西方向が

110 cmで、深さは16cmを 測る。断面形は浅い逆台形を呈し、東側に段をもつ。

出土遺物は、縄文時代中期中葉の土器片 1点 (46-5)・ 時期不明土器片 1点 (46-6)・ 無

文土器片 5点がある。

⑤ 土坑66(挿図60)

第Ⅳ地区西側で検出し、Jヒ側が用地外で南側が溝に切られる。東西方向が60cmの楕円形で、深

さは33cmを測る。断面形は逆台形を呈する。

出土遺物は、縄文時代の無文土器片 1点がある。

⑥ 土坑67(挿図60)

第Ⅳ地区西側で検出し、全体を調査した。直径50cm円形で、深さは14cmを測る。断面形はナベ

底状を呈する。

出土遺物は、縄文時代の無文土器片 1点と黒曜石の剥片 1点がある。

⑦ 土坑68(挿図60、 第46053図 )

第Ⅳ地区西側で検出し、北側が用地外で一部を調査したのみで、全体形は不明である。南東側

で土坑状の落ち込みと重複する。東西方向が104 cmので、深さは31cmを測る。断面形は逆台形を

呈する。

出土遺物は土器・石器・土製品があり、土器は縄文時代中期中葉の破片 (46-7)・ 無文の破

片14点、石器は横刃型石器と黒曜石の剥片、土製品は土製円板 (53-7)である。

-81-



挿図59 第Ⅳ地区 土坑64A064B073074、 ビット
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③ 土坑69(挿図60、 第46051図 )

第Ⅳ地区西端で検出し、西北側が用地外で一部を調査したのみで、全体形は不明である。調査

幅は120 cmで、深さは31cmを測る。底部に小穴をもち、上層に2個の石がある。

出土遺物は土器・石器があり、土器は同一個体の平出3Aの破片 3点 (46-8～ 10)・ 無文の

破片 7点、石器は石皿 (51-9)と 黒曜石の剥片である。

⑨ 土坑70(挿図60、 第46図 )

第Ⅳ地区西端で検出し、全体を調査した。86× 80cmの丸みを帯びた三角形で、深さは15cmを 測

る。断面形は皿状を呈し、南側に段をもち、底部に小穴がある。

出土遺物は土器・石器があり、土器は縄文時代中期中葉の土器片 (46-12013)・ 無文土器片

9点、石器は黒曜石の剥片 1点である。

⑩ 土坑71(挿図60)

第Ⅳ地区西側で検出し、全体を調査した。縄文時代の土坑71と重複する。152× 122 cmの楕円

形で、深さは13cmを 測る。断面形は皿状を呈し、底部北西側に72× 32cmの細長い穴がある。

出土遺物はない。

⑪ 土坑72(挿図60)

第Ⅳ地区西側で検出し、全体を調査した。縄文時代の土坑72と重複する。150× HO cmの楕円

形で、深さはHcmを測る。断面形は皿状を呈する。

出土遺物は縄文土器の無文破片 9点と黒曜石の剥片 1点である。

⑫ 土坑73(挿図59、 第51図 )

第Ⅳ地区西側で検出し、全体を調査した。68× 60cmの楕円形で、深さは38cmを測る。断面形は

南東側で袋状をなし、ほかは逆台形を呈する。

出土遺物は石器の横刃型石器 1点 (51-10)と 黒曜石の剥片 1点である。

⑬ 土坑74(挿図59)

第Ⅳ地区西側で検出し、全体を調査した。82× 67cmの不整円形で、深さは84cmを測る。断面形

は柱状を呈し、南側に段をもつ。

出土遺物は縄文時代中期終末の土器片 1点がある。

-83-



＋◎

挿図60 第Ⅳ地区 土坑65・ 66067・ 68069070「 71072075、 ビット



⑭ 土坑75(挿図60)

第Ⅳ地区西側で検出し、全体を調査した。縄文時代の27号住居址と重複する。140× 108 cmの

不整楕円形で、深さは55cmを測る。断面形は不定形で、幾つかの穴と重複すると考えられる。

出土遺物は縄文時代の無文土器片4点がある。

⑮ 土坑76(挿図58、 第46図 )

第Ⅳ地区西側で検出し、南側が用地外で部分的に調査した。東西方向が2.2mの やや大きな土

坑で、深さは13cmを 測る。断面形は不定形で、2個の穴と重複する。

出土遺物は縄文時代の無文土器片 3点 (46-14015)と 礫 1点がある。

⑩ 土坑77(挿図58、 第46051図 )

第Ⅳ地区西側で検出し、全体を調査した。縄文時代の土坑78と重複する。140× 105 cmの不整

楕円形で、深さは45cmを測る。断面形は逆台形で、Jヒ側に広い段をもつ。 2個の土坑の重複の可

能性が強い。

出土遺物は土器・石器があり、土器は縄文時代中期中葉の土器片 (46-16～ 28)・ 無文土器片

27点、石器は横刃型石器 1点 (51-11)・ 黒曜石の剥片 3点である。

① 土坑78(挿図58)

第Ⅳ地区西側で検出し、ほぼ全体を調査した。縄文時代の土坑77と重複する。直径116 cmの不

整円形で、深さは17cmを 測る。断面形はナベ底状を呈し、底部東側に穴がある。

出土遺物は縄文時代の無文土器片 2点がある。

⑬ 土坑79(挿図57、 第47図 )

第Ⅳ地区西側で検出し、溝に北側を切られ、半分ほどを調査した。東西方向が60cmで、深さは

7 cmを 測る。断面形は皿底状を呈し、底部に土器片が認められた。

出土遺物は、底部から出土した縄文時代中期初頭の大破片 (47-1)と 縄文土器の無文の破片

13点がある。
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5。 第V地区

遺跡範囲の中心部北端を東西方向に縦断する耕作道西側を対象とし、長さ28.4m・ 幅80cmを調

査した。本調査区の北側は土曽川で浸蝕された比高差45mを測る崖となっている。東側は傾斜を

なして、北東側にある狭い平坦部へと続いている。

調査した結果、ローム面まで24～ 15cmと極めて浅く、遺構・遺物は検出されず、遺跡の周辺部

に当たると考えられる。

6.第Ⅵ地区

遺跡範囲の南東部南西側を北西 0南東方向に縦断する耕作道を対象とし、長さ67.5m・ 幅1.0

mを調査した。本調査区南側は比高差約15mの急斜面となっており、本調査区も南東側に緩やか

な傾斜をもっている。

土坑 4基を検出した。ほかに遺構はなく、遺物も遺構外では近世陶磁器 1点が出土したのみで

ある。

1)土坑

① 土坑80(挿図62)

第Ⅵ地区南東側で検出し、両側が未調査で全体形は不明である。東西方向が170 cmで、深さは

67cmを測る。断面形は逆台形を呈し、西側で稜をもつ。

出土遺物は、近代陶磁器片 4点と鉄小片 1点がある。

② 土坑81(挿図62、 第52図 )

第Ⅵ地区南東側で検出し、両側が未調査で全体形は不明である。東西方向が136 cmで、深さは

30cmを測る。断面形は皿状を呈し、西側で段をもつ。

出土遺物は、石器打製石錘 2点 (52-607)と 礫 1点がある。

③ 土坑82(挿図62、 第52図 )

第Ⅵ地区中央部で検出し、ゴヒ側が未調査で全体形は不明である。東西方向が3.2mで、深さは

13cmを 測る。断面形は皿状を呈し、底部が南東側にわずか傾斜する。

出土遺物は、石器打製石斧2点 (52-809)がある。
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④ 土坑83(挿図62)

第Ⅵ地区中央部で検出し、北側が未調査で全体形は不明である。東西方向が58cmで、深さは9

cmを測る。断面形は皿状を呈し、底部が南東側にわずか傾斜する。

出土遺物は、近代磁器小片 1点がある。

土坑80～83は土層が共通し、同時期と判断できた。土坑80083か ら近代陶磁器が検出されてお

り、該期以降に位置づけられる。

//

D′ 53650

第Ⅵ地区 土坑80・ 81082・ 83
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7.第Ⅶ地区

遺跡範囲の南東部北東側で台地を東北・南西方向に横断する耕作道を対象とし、長さ117m・

幅200～80cmを調査した。

小竪穴 1基を検出した。ほかに遺構はなく、遺物は出土 しなかった。

1)小竪穴

① 小竪穴1(挿図63)

第Ⅶ地区中央部で検出し、両側

が未調査で、全体形は不明である。

南北方向が2.9mの規模を呈 し、

検出された南・北壁の高さは23～

15cmを 測り、やや緩やかな壁面を

なす。底部は中央部が凹み、なに

も認められなかった。

出土遺物はない。

黄褐色土層から掘り込まれてお

り、古い感じを受けるが、遺物が

出土せず、時期は不明である。遺

構の全体形も把握できず、小竪穴

という名称も適切なものかも判断

できない。

8。 第Ⅷ地区

:1嘱還趾   o  (1“ 。  2m
4,13色 土

挿図63 第Ⅶ地区 小堅穴 1

A′

遺跡範囲の南東端部南東側を東西方向に縦断する耕作道を対象とし、長さ55.6m・ 幅1.Omを

調査 した。本調査区南側は比高差約17mの急斜面となっており、本調査区傾斜の肩の部分に設定

したことになる。

調査 した結果、ローム面まで47～ 28cmと 浅 く、遺構 0遺物は検出されず、遺跡の周辺部に当た

ると考えられる。
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9.第Ⅸ地区

遺跡範囲の南東部中央で台地を東北・南西方向に横断する耕作道を対象とし、長さ92.5m o幅

220～ 150 cmを調査した。

溝址 1本とピットを検出した。ほかに遺構はなく、遺物は出土しなかった。

1)溝址

① 溝址10(挿図64)

第Ⅸ地区中央部で検出した。長さ84cmを調査

し、両側に延長する。方向はN43° Wを示す。

幅は190～ 100 cm e深 さ17～ 14cmを測り、断面

形はナベ底状を呈する。南西壁の一部は確認で

きなかった。北西壁には5個のピットが認めら

れた。

出土遺物はなく、時期は不明である。

l.耕 土 (暗 灰色土 )

2,灰 色 土

3,明 灰色土

4,灰黒色土 (灰 色土混 じり)

5,灰 色土 (灰 黒色土 ,黄 褐色土混 じり)

6.黄 13色土

挿図64 第Ⅸ地区 溝址10

10 第 X地区

遺跡範囲の中央部南側で、台地肩から中央へ南北方向に延びる耕作道を対象とし、長さ72.6m・

幅2.8～ 1.5mを調査した。

方形周溝墓 1基 0土坑 1基 0ピ ットを検出した。

1)方形周溝墓

① 方形周溝墓4(挿図65、 第52図 )

第X地区北東端部で検出し、周溝北側隅の周溝底と壁の立ち上がりを確認したのみで、大部分

は用地外となる。形態・規模 。主軸方向は不明で、周溝の幅も確認できない。周溝の壁は緩やか

な立ち上がりをなし、深さは86cmを測る。覆土は黒角,十 を主体として、順序だった堆積をなして

おり、検出も容易だった。
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1.耕土 (暗 灰褐色土 )

2.黒 13色 土

3,暗 灰色土 (無 色土混 じり)

4,黒 色 土

5,暗 le色土

6.黒 褐色土

7,暗 褐色土 (炭混 じり)

8,暗褐色土 (ロ ーム粒混 しり
9,暗 褐色帖質土 (ロ ーム混 じ

上◎

”
、

A′
54050

0      1ヽ:60'      2111

挿図65 第X地区 方形周溝墓 4、 土坑84、 ビット
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出土遺物は、弥生時代後期の甕底部 (52-H)0台付甕脚台部 (52-12013)・ 甕破片 (52-

14)な どがある。

出土遺物から弥生時代後期前半に位置づけられる。

一部の調査にとどまり全体形が明確でないので、方形周溝墓とすることはFntが多いといえる。

しかし、こうした形態を示す該期の遺構で最も可能性が高いのは方形周溝墓と考え本址とした。

2)土坑

① 土坑84(挿図65、 第52図 )

第X地区北東端部で検出し、全体を調査した。95× 64cmの不整楕円形で、深さは37cmを測る。

断面形は逆台形を示す。

出土遺物は、縄文時代中期中葉の深鉢片 (52-16)がある。

そのほかに、土坑状の落ち込みやピットが 4箇所で確認された。

3)遺構外出土遺物

遺構外からわずかに遺物が出土した。土器・石器があり、土器は縄文時代の深鉢の小片 4点・

近代陶磁器片 2点 。近代磁器の鉢 (52-17)、 石器は打製石斧 (52-18)。 粗製石匙 (52-19)

である。

|>

挿図66 第X地区 ビット

|>
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11。 第測地区

台地南東部北側で一段低い位置に狭い平坦面がある。遺跡範囲からはずれるが、その南西側を

北西・南東方向に縦断する耕作道を対象とし、長さ85.5m・ 幅80cmを調査した。

ピットを検出した。遺構外出土遺物も極めて少なく、縄文土器の小片 4点と弥生土器の甕片 1

点、石器の打製石斧 1点 (52-20)だけである。

1)ピ ッ ト

第測地区全体で検出した (挿図67068)。 特定の集中箇所は認められず、規則性もない。規模

は150～ 20cmであるが、30cm前後のものが多い。形態も様々である。

出土遺物はなく、人為的な可能性は薄い。

A′
52850

A′
52900

0      (1:60)     2 nl

第測地区 ピッ ト(1)
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挿図68 第測地区 土坑ピット(2)
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12。 第Ⅲ地区

遺跡範囲の南東側北東端部を北西・南東方向に縦断する耕作道を対象とし、長さ58m・ 幅1,7

mを調査した。本調査区の北側は土曽川で浸蝕された比高差65mを測る崖となっている。

調査した結果、ローム面まで43～ 15cmと極めて浅く、遺構・遺物は検出しなかった。

13.第畑 地区

遺跡範囲の南東側南東端部を北東・南西方向に縦断する耕作道を対象とし、長さ62m o幅80cm

mを調査した。本調査区の東側は上段と下段を画する比高差80mを測る大段丘となっている。

調査した結果、ローム面まで31～ 14cmと 極めて浅く、ピット1個が検出されたのみで、遺物は

何も出土しなかった。

1)ピ ッ ト

ピット1個 (挿図69)を第畑地区北東側で検出し、全体を調査した。64× 50cmの楕円形で、

深さは15cmを 測る。断面形はナベ底状を呈する。

出土遺物はない。

|>      |>

0 tt:oot 2m#

挿図69 第畑地区 ビット

＞
、
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14.第皿 地区

遺跡範囲の南東側北端を北西・南北方向に曲がって縦断する耕作道を対象とし、北西側長さ62

m・ 幅2.4～ 1。4m、 南東側長さ18.5m o幅 1.6mの 2箇所を調査した。本調査区の北側は土曽

川で浸蝕された比高差60mを測る崖となっている。

遺構・遺物は検出されず、遺跡の周辺部に当たると考えられる。

15.第W地区

昭和61年度の第 I地区調査中に、すでに工事完成済みの遺跡範囲北西側の北東部の耕作道が、

再工事を実施 していることが判明した。未調査箇所だったので、一部にトレンチを設定して、状

況を確認することにした。工事をしている道路の両端を長さ14。 6m o幅80cm前後調査 した。当初

は名称を付さなかったが、整理の都合上第W地区として報告する。

土坑状の穴とピットが検出された。

1)遺構

北西側に設定したトレンチ (挿図70)か らは、北西・南東方向が2.5mを測る土坑状の穴を検

出した。深さは102 cmを測り、壁は緩やかな立ち上がりをなす。遺物は出土 しなかった。

ほかに、直径40～30cmの ピット5個がある。いずれからも遺物は出土 しなかった。

南東側に設定したトレンチ (挿図71)か らは、直径50～20cmの ピット3個が検出された。遺物

の出土はない。

限定された調査のため、遺構や調査箇所の状況を十分把握するまでには至らなかった。遺物の

出土もなかったが、遺跡の範囲内として十分にとらえられる箇所であることだけは確実である。
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目
Ｈ
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1,道 路に入れた山砂 (茶 掲色砂土 )

2,褐 色 土

3.褐色土 (黒 色土混 じり)

4,責掲色土

6,黒 色 土

7,黒 13色土 (黄 褐色土混 じり)

8,黒褐色土 (ロ ーム混 じり)

9,ロ ーム (黒 褐色土混しり)

10,黒色土 (責 褐色土混 じり)

H,撹   乱

A          上~、

v劇

~

挿図70 第W地区 Jヒ東側 トレンチ

9    (1:60)    ηnl
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A′

A′

9    (1160)   7m

挿図71 第W地区 南西側 トレンチ
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Ⅳ 町道上中線新設工事

経 過

1)調 査 の経 過

昭和62年度において、上郷町役場建設課が実施する町道58号線 (通称上中線)の新設が計画さ

れた。その北東側は大明神原遺跡の北西部に当たるため、建設課と上郷町教育委員会の担当職員

による保護協議を実施した。その結果、遺跡の一部が破壊されることが余儀なくなっために、発

掘調査を実施して記録保存を図ることとした。

発掘調査は、昭和62年 6月 22日から24日 までの3日間で実施した。

当初から、重機を導入して最大限に調査区を拡張し、ほかの発掘も日白押しだったので、効率

的な調査を心掛けた。調査区北東側では遺構はなく、南西側で1軒の竪穴住居址を検出したのみ

だったので、一部の測量を残して短期間で終了することができた。

整理作業は平成元年度に実施し、9月 に原稿を執筆して本報告書刊行となった。

2)調査組織

① 調査団

調査担当者  山下 誠一

調査補助員  米山 義盛  伊藤 泉

作業協力員  井坪 芳一  大坪 安江

中原 友江  原  祐三

宮脇 直人  麦島 孝男

片桐 正三  小西 広司  菅沼 庄三

樋口 勇造  細田  重  松田 照江

山岸  章  渡辺 栄子

② 事務局

吉川 昭文 (教育委員会教育長)

菅沼 富雄 ( 同 上 事務局長 ～ 1.3)

林  慶一 (   同 上    1.4～ )

吉川 勝― ( 同 上 局長補佐)

吉川 金利 ( 同 上 社会教育係 1.4～ )

篠田 公平 (建設課長)

井坪 憲俊 (同上工務係)

山下 誠― (教育委員会社会教育係)

今村 美和 (   同  上   )
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2。 調査結果

1)調査の概要

調査地点は、遺跡範囲の北西部で南西側に広がる凹地に向けて緩やかに傾斜する箇所に当たる。

現地目は果樹園であらたが、過去に水田として利用されており、2段に造成を受けていた。土層

の観察でも、水田耕土や床土が確認された。

調査区は長さ約50m o幅 8mで設定し、竪穴住居址を1軒検出した。

2)遺構と遺物

① ll号住居址 (挿図72073)

調査区南西側で凹地の湿地帯縁辺部から検出した。3.2× 3.5mの隅丸方形の竪穴住居址で、

主軸方向はN124° Eを示す。壁高は50～ 3 cmを測り、やや緩やかな壁面をなす。南東側は水田

の造成で削平を受けている。カマドが設置される南東壁を除いて壁下全面に周溝が確認され、幅

20～10cm O深 さ9～ 4 cmを 測る。床面はたたき状に堅く極めて良好であるが、北側の壁際が若干

軟らかい。柱穴はPl～ P8があるが、Jヒ西壁下北隅よりに位置するP10P2を 除き浅く、主

柱穴は確認できない。カマドは南東

壁中央に位置する石芯粘土カマ ドで、

煙道部が壁外に突出する。壁の位置が

焚口部となり、 2個の石を内傾させて

組み袖石としている。焼土はあまり認

められなかった。

出土遺物は極めて少なく、カマドの

焚口部に落ち込んでいた土師器甕 (挿

図72)の みが図化できた。外面がハケ

調整され、胴部が長くなる状態を呈す

る。ほかに、ハケ調整の土師器甕破片

2点 。ロクロ調整の上師制 1点 0

無文の破片 1点・須恵器坪破片 1点が

出土 した。

出土遺物から平安時代に位置づけら

れる。
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Ъ      ≦

1,黄 掲色土

2,黄 13色 土 (黒 褐色土混 じり)

3,黒 褐色 (ロ ーム混 じり 焼上が少 し混 じる)

4・ ローム (黒 褐色土混 じり)

5,灰 黒色土

6.黒 褐色土 (ロ ーム・ 焼上が多く混 じる)

0 (l:60) Zn"t#

挿図73 町道上中線調査区 11号住居址
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② 遺構外出土遺物

遺構外から、縄文土器中期の深鉢片がわずかに出土した。磨滅が著しく、流れ込みによる遺物

である。

ほかに遺構・遺物はなく、当遺跡の主体をなす縄文時代の集落の中心地域からははずれる箇所

と判断できた。
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Vま と め

昭和59年度の第 I次調査から開始された土地改良総合整備事業大明神地区工事に伴う大明神原

遺跡の発掘調査は、本報告書に収録した第Ⅲ～V次調査をもって終了した。発掘調査 6年、整理

作業 1年の合計 7年間の長い年月にわたる調査の結果、不十分ではあるが遺跡全域にトレンチに

よる調査のメスが入ったことになる。古くから著名であった本遺跡の状況が明らかになったとい

え、ここでは調査によって得られた問題点を指摘してまとめとしたい。

最初に、大明神原遺跡で検出された主な遺構をまとめてみる。なお、遺構番号の前に付したロー

マ数字の I・ Ⅱは、第 I・ Ⅱ次調査で検出された遺構であることを表している。調査が改良・新

設される耕作道に限られたため、規模の小さな土坑を除けば遺構の全体を明らかにできたものは

少ない。

竪穴住居址

縄文時代…… I-2号住居址・ I-3号住居址・ I-6号住居址・ I-7号住居址・ Ⅱ-3

号住居址 012号住居址・ 13号住居址 014号住居址・ 15号住居址 016号住居址・

17号住居址 。18号住居址 019号住居址 020号住居址 021号住居址・ 22号住居址

23号住居址 024号住居址 025号住居址・ 26号住居址 027号住居址 028号住居址

29号住居址

弥生時代…… I-1号住居址・ I-5号住居址

平安時代……11号住居址

時期不明……Ⅱ-1号住居址・ Ⅱ-2号住居址

方形周溝墓

方形周溝墓 10方形周溝墓 20方形周溝墓 30方形周溝墓 4、 溝址 206、 溝址 3

溝址 405

溝址・溝状遺構

溝址 1070809010、 溝状遺構 1

土坑

土坑 I-1～ 50土坑Ⅱ-10土坑 7～84

① 集落構成について

ほぼ全域にトレンチが入れられたことになり、遺跡全体の様相が少し明らかになった。ただし、

遺跡北西側の調査が不十分であり、かつ広い範囲を拡張する調査でないため、おおよその傾向が

つかめるにすぎない。まず、集落構成について時期毎に考えてみよう。
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縄文時代 台地全体に遺構が分布するのでなく、集中する箇所が認められる。台地上の微地形

や環境に適 した規制が働いていると考えられ、比較的広い台地上における居住域や墓域・食料確

保の場所を知る上での資料になると考えられる。遺構では竪穴住居址が23軒あり、土坑の大部分

も該期のものといえる。集落の変遷について十分なデータはないのであるが、詳細な位置づけが

不可能なものを除く時期毎に竪穴住居址をみると次のようである。

前期終末もしくは中期初頭……Ⅱ-3号住居址

中期中葉前半…… I-7号・ 13号住居址

中期後半初頭……12号 。16号 。17号 。19住居址

中期後半前半……14号 015号・ 23号住居址

中期後半後半……16号 018号・ 24号 。25号住居址

中期終末………… I-3号・ 22号・ 26号住居址

前期終末以前の遺構は確実なものはないが、早期終末の押型文土器やセンイを含む条痕文土器

が出土しており、該期から生活域として利用されたものと推定される。さらに、もっと古い時期

の遺構・遺物が検出される可能性は十分に考えられる。

安定した居住域となるのが中期からといえる。台地南東側に位置する第Ⅲ次調査第Ⅲ・Ⅳ地区

の西側から中期後半から終末まで継続する遺構を集中して検出した。ここから南東側の先端部に

ある平坦面に続くわずかな傾斜があり、地形を画している。その傾斜の肩の部分から西側に集落

が展開している。南北方向の範囲は確定できないが、表採遺物の分布状況から勘案すれば、台地

幅いっぱいのに展開していたと考えられる。この箇所をはずれると遺構は散在しており、本遺跡

の縄文時代の集落の中心がここにあったことは確実である。150× 150mほどの範囲を想定でき

る。南側の斜面の下には水が求められ、当時も極めて安定した台地であったと考えられる。

中期中葉以前になると、中葉前半の竪穴住居址が中期後半の集落域北端に 2軒あり、それ遺構

に空自の時期がある。当地方では該期の遺構検出は多くないのであるが、本遺跡でも同様であっ

た。調査範囲が少ないため、該期の遺構はなかったとは断定できず、この集落の確定は今後に残

された課題といえる。

土坑も集落域を中心にして検出された。当然、住居址と密接な関連を持って存在するのであろ

うし、これを抜きにしては縄文時代の集落を語れないと考えられる。しかし、分布などをみるに

は調査範囲の制約が大きく、明確な姿を提出はできない。その中で、第Ⅲ地区の西側では、大き

な平面形を呈 して深い堀方を持つものが並ぶように検出された。底部にはたたき状の箇所が認め

られることなどが共通しており、何等かの関連が想定できる。最近になって調査例が増加 してい

るいわゆる『方形配列土坑』である可能性があることをキ旨摘 しておく。

集落中心地のほかにも住居址などが検出されている。ややはっきりしないが遺跡北東側で検出

されたⅡ-3号住居址が前期終末もしくは中期初頭とすれば、中期後半と地域を異にしており、

時期別の集落立地を考える資料になり得よう。
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弥生時代 予想外であった遺構に方形周溝墓がある。縄文時代の集落域とほぼ同じ範囲の台地

南東側で、方形周溝墓の可能性が高い溝址を含めれば7基が検出されており、弥生時代の墓域と

しての姿が明らかになったと考えている。該期の竪穴住居址はこ・の北端にI-1号 。I-5号住

居址があるが、周辺には何もなく、方形周溝墓を7基 も構築する集落がこの箇所に展開していた

とは考えにくい。

当地方の最近の調査によって、方形周溝墓などの墓域と集落の関係を把握できる例が増加 して

いる。町内の垣外遺跡では (山下1989)、 竪穴住居址23軒・方形周溝墓H基が調査され、付近の

ツルサシ・ ミカドの両遺跡とともに、150mく らいを隔てて墓域と集落域を区別していることが

判明した。同様な例は、喬木村の帰牛原遺跡群でも確認されており (佐藤1982)、 台地先端部に

方形周溝墓を主体とする墓域を設け、400mほ ど離れた台地の内部を集落としている。大明神原

遺跡でも同様に墓域と集落域が区別されたものと考えられるが、前述したように、集落域の検出

はできなかった。台地崖下南側の低湿地を挟んだ位置にある桜畑 0梶垣外遺跡などに集落域を想

定するよりも、遺跡内のいずれかにあったと考えるほうが、前述の例からも見られるように、無

理のない解釈といえる。そうすれば、やや不十分な調査に終わった北西側が一番の候補地になる

かもしれない。しかし、あくまでも推定の域をでないので、付近の遺跡の調査を含めた今後の課

題である。

そのほか 昭和62年町道上中線調査地において、平安時代前半と考えられる竪穴住居址が単独

で調査された。南西側凹地の湿地帯に面する場所に位置しており、未調査部が多いとはいえ大規

模集落を構成するとは考えられず、小規模もしくは単独で存在する可能性が高い。同様な例は、

垣外遺跡・ ツルサシ遺跡などて確認されており (山下1989)、 いずれも上段地帯に存在する。該

期の大規模集落は、町内では矢崎遺跡 (今村1988)、 ほかに恒川遺跡群 (小林ほか1986)・ 清水

遺跡 (佐藤1976)な ど下段地帯に多く検出されており(主に生産に関する遺跡立地からくる違い

を表していると考えられる。

② 遺構・遺物について

全貌を把握した遺構が限られるので、遺構・遺物個々に考察できるものは少ない。その中で、

2本の耕作道の接点で検出できたために全体の調査ができた13号住居址は、縄文時代中期前半と

いう当地方では調査例が極めて限られる時期だけに、良好な資料になるといえる。そこで、13号

住居址の遺構・遺物について簡単に触れてみたい。

遺構 平面形は小判形を呈し、極めて緩やかな壁面をなすのが特徴となる。炉址は土器埋設炉

となり、周辺に顕著に焼土が認められた。これよりやや先行する中期初頭の増田遺跡14号住居址

(山下1989)と比べると、平面形のが円形から小判形に変わり、土器埋設炉や住居址の規模がや

や大きくなるほかは、あまり違いが認められない。中期中葉から一般化する石組炉や垂直に近い

壁面などとの違いは鮮明である。もう少し前後する時期からの変遷を追うことによって、住居址
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築造技術の変化を知ることができるといえる。

遺物 十分ではないが当地方の該期土器組成を知る上での好資料と考えられる。主体をなすも

のは竹管文が施される平出 3Aで、これが当地方の特徴を示す土器であろう。ほかに、爪形文や

押引文が施文される八ケ岳山麓からの影響を受けた土器があり、いわゆる井戸尻編年との対比を

考える資料になろう。また、ほぼ器形・ 文様構成を知ることができる炉址の埋設土器は、あまり

変化せずにかなり長期間にわたって存在することが確かめられている平出 3Aの形式変化を追及

する上での好資料になると考えられる。

大明神原遺跡の発掘調査から得 られた問題点・ 課題について記 してきたが、十分に整理できた

ものでなく思いつ くまま述べたにすぎない。今後に残された課題の方が多いことに気付いて、呆

然としているのが現実である。幸に、大明神原遺跡の大半は現状のままで保存できている。とく

に、縄文時代 ,の集落域と弥生時代の墓域の南東側は、遺構検出面が比較的深い場所ということも

あり、良好に依存 している。今後の保存に十分注意すべきである。

終 りに、第 I・ Ⅱ次調査を担当された佐藤甦信氏、第Ⅲ・ Ⅳ次調査団長今村善興氏、第Ⅲ次調

査の推進役となっていただいた米山義盛・ 伊藤泉両氏、調査にご理解いただいた地権者の方々な

ど様々な人達に支えられて本書ができたことを明記 し、お礼を申し上げる。

[引 用 0参考文献]

今村善興   1987 『南条棚田遺跡Ⅱ』 上郷町教育委員会

今村善興   1988 『矢崎遺跡』 上郷町教育委員会

今村善興   1989 『中島0矢崎遺跡』 上郷町教育委員会

飯田高等学校 1977 『高松原』

小林正春ほか 1986 『恒川遺跡群』 飯田市教育委員会

佐藤甦信   1976 『清水遺跡』 上郷町教育委員会

佐藤甦信   1982 『帰牛原遺跡群』 喬木村教育委員会

佐藤甦信   1983 『高松原Ⅱ』 上郷町教育委員会

佐藤甦信   1985 『黒田大明神原遺跡』 上郷町教育委員会

佐藤甦信   1986 『黒田大明神原遺跡Ⅱ』 上郷町教育委員会

山下誠=   1989 『ツルサシ・ ミカド・増田0垣外遺跡』 上郷町教育委員会

―-106-―



ヽ
／
１
１
＃

Ｈ
＝

Ｈ
＝

＝
国

２

t            り
6

群ゝぃ″
5

馨〆
4

川
劇

‐‐―……～
日
＝
Ｈ
　
７

鳴

16

第 1図  第Ⅳ地区 溝状遺構 1(1～ 5),第 1地区

15

土坑 7(6),溝 址 1(17～ 21),

遺構外 (7～ 16)出 土遺物

ハ

ー‐

―‐

岬

Ｖ

月
以
＝
日
日
＝
Ｈ
Ｕ

―一

麟

ぃ

や

１一

―-107-―



ハ
ーー
‐―
欄
刈

ＩＱ

Ａ

‐―

‐―

‐Ｉ

Ｈ

Ｈ

Ｕ

14

第 2図 第 1地

4

Q9

‐３

ハ
＝
＝
Ⅵ
Ｗ

ハ
ーー
＝
Ｖ

Ｑ̈
　
¨

―

ハ湖
翌

Ｖ
↑

ｍ

⇔
〔川回Ｖ
６

~~16

(1～ 12),土坑 9(13),遺 構外 (14～ 17)出土石器

―-108-―

―の



‐

〇

　

　

　

　

　

　

の

６

―　　　　　　　　　　　　　　―ヽ

|―

/
4

α蟹ヨl
1    53

9  ・ ■  10帥

7

0    (1:4)   10Cm

第 3図 第 1地区 遺構外(1～ 6),第 Ⅱ地区 12号住居址出土遺物

―-109-―



4

鸞 (
6

7

酪ノ5 翻 ∫

9

萩リ
10 Ｈ

　
　
円
＝
＝
＝
＝
＝
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
、
ぃ

‐４

⊃
15

0 ir:g' i

0     (1 :4)    10Cm
17

第 4図 第Ⅱ地区 12号住居址 (1～ 16),13号住居址 (17～ 19)出 土土器

-110-一



∧

蛛ノ黎′

躙ノi鍼ノ
19                 20

訓|

l0 ll

*&# wtr w# stF/
15 16 17 l8

鰤ノ
22

′

‐

％

２
第 5図 第 Ⅱ地区 13号住居址出土土器

―
-111-―

0       (1 :3)      1,OCm



3

鑢砂鱗P 鶴
罐ひヽ

胸 8

7 壕彎『

ヾノ ξ′轟l

1・理11/
18

仄 ″
22

′踪
1

却

‐ ７

ノ

‐

覇

苺

２

鶏 層僻
27

.     
ミ7

総∫
26

:5

/$-A^ b .tlil: ff *:SS,d
-(qlllr-, -.-s-. t | 'S$' trv
h',tl5(jaiq,r I I 30:zii ?lf i.llij-' I I rv \' 3l{tlraE}/ I I
Ili FI:IP / | -..?.'i\ ",t :i
lli rX ri ,1,.1 -i3.18 | |,Pt \'j . ,\:{\ir hhla -i,'' zr 12, 0 tt:rt 10cm

:? 32 

-

ii

H r ruE l3E{iEfit (1 -14), 29+{*Ett (ls-23), 'ffihL(24-32) StiS$

-112-



1

ド13

√  6ノ

ざ ″

曜ユ〃
3

ド16

椰 〃
7

ド2223

5

ド2223

鍼 〃

8

ド2223 ぎ′鐸ンノ 鶉〃
12

ド25

ノ 職1ノ
7

′
23

28

０

　

２ ４

訟月は‐^、ＮぃＭ〕〕い　‐３』

撫
15

mβ ttη21

影″
25

鞭 J
31

門
＝
＝
＝
＝
Ｈ

６

14

パ
螺 劇

19 れフ
22

第 7図 第Ⅱ地区 土坑 (1～ 13),遺構外 (14～ 33)出 土土器

―-113-―



ハ

＝

川

目

―Ｉ

Ｕ

ハ
ー‐
Ｗ
Ｖ

―

―

　

に

　

∪

Ｈ
―

([ξ )―

〇

1

ハ

ーー

ー‐
「
ィ



(

ご

‐　（一一〕）　　　　‐

―

([:])―

Q
15

―○
第 Ⅱ地区 13号住居址 (1～ 15),溝址 2(16～ 18),溝址 3(19)出 土石器

-115-



ρ
2

ド12

∴9  o
4
ド22

Ocm

二[:11〕―ウ
1:[II[]〕)  9

ド28

第10図 第 Ⅱ地区

第 Ⅲ地区

―｛

;ヽ |
7

ド2223

11

0     (1:4)    10Cm

溝址 5(1),、 土坑 (2～ 9),

14号住居址 (10・ H)出土遺物

-116-―



q  門

＼  |「ウ

性 車 J 物

ゝ

ヽ

「

10                           11

0 rr.3, 10cm
#

第H図 第 Ⅲ地区 14号住居址出土土器

-117-



3

麒脚脚ザ
2

1

0_T_T_T_革上卑」二_______ム
OCm

0    (1:4)   10 Cr11

第12図 第Ⅲ地区 14号住居址 (1～

16号住居址 (70
3),15号住居址 (4～ 6),

8)出土土器

-118-



′

‐―

＝

3

彙翔請〃
4

9   (1:3)  110Cin

8

-119-



3

0 r, 'or l0cnr
F..r"..#

l2

0 rt:g, 10cm
#

鞣、

司リ

ヽ

６

ヽ

９

~ヽ

R翻
10                        11

第14図 第 Ⅲ地区 17号住居址出土土器 (1)

ヽ

‐ ３】脚

-120-



2

＝
―‐
―‐
＝
＝
Ｈ

４

鼈
く

３

蘊
1ヽ3

く颯 ノ
10

甕酔ノ
11

顧覇啓l
15

硼翻‖

第 15図  第 Ⅲ地区 17号住居址出土土器 (2)

-121-

９

ノ

４

（



~::::::::iii:::''′

|

“

ヽ
llll

後ろう

0     (1 :4)    10Cm

第16図 第 Ⅲ地区 18号住居址出土土器 (1)

―-122-―



２

”の一〓一一ン」ｏヽ
。一́
中一̈・̈ｏ

蘊
夕

4

6

5

8



β

＝

Иン　ｎ‐‐‐‐‐‐‐‐

膨|』



7

9                                        10

0帥

第19図 第 Ⅲ地区 18号住居址出土土器 (4)

―-125-―



9
8

贔鑢参′
16

第20図 第Ⅲ地区 18号住居址出土土器 (5)

―-126-―



2

7

ノ

ー

‐―

＃

l3

0 (t:st 10cm

-

HzlB HrrIlEE ls€{tEnHft?$ ( 6 )

―-127-―



1

７
ｙ

′

６
４

2

0 rr:el 10cm
#

移

卜

#

18

14

9       (1 :3)      1.O Cm

第22図 第 Ⅲ地区 18号住居址 (1～ 9),19号 住居址 (10～ 18)出 土土器

―-128-―

I   ノ薗欝ミ墨§き:| 17



i鰊り爛ノ

0 (r,3, 10cm

0    11:4,    10Cm

事 )

繹ノ

ミ

内

翻

圏

圏

蠅

遭
橿
殿
諷

13

14

竃轟ミ〃
18

i騨り ′0ノ
19

0_T___¬
_三μ_11上______=当

OCm

第23図 第 Ⅲ地区 19号住居址 (102),20号住居址 (3・ 4),

21号住居址 (5～ 20)出 土土器

―-129-―



免闘露〃
6

鶉1ノ

‐０

2

0_T_T_T_阜
L車ユ上______ム OCm

22号住居址 (8～ 13)出 土土 器

1

0 ,1;1, lOc'rrt

--'-'-'

13

第 24図 第Ⅲ地区 21号住居址 (1～ 7)。

―-130-―



フ

ド29

0 ,t:,t, lOcrll
+--t_-l

第25図 第 Ⅲ地区 土坑出土土器 (1)

-131-

「

申

0 (r:gr iOcm+



「
、
Ｋ
／
ν

５
ロ中

脚

月

日

‐Ｉ

Ｈ

Ｈ

ｌｌ

＝

＝

月

Ⅳ

〃

〃

〃

『

２

２９

1餐讀飩/ 9

6

8 ド33

ド32

ド32

ド32Ml w/^ t U 
'tuffi 

,,
l0 l.' ls l" ss

硼ノ笏ワン14ド 35                 151

鸞夢R I購ノざ〃

一-132-―



眈′攀ダm/熙 /麟∫
ド381             ド36 3

ド36                                    ド37

貪顆η
7

ド38

ミ墨轟盤

~・

く
〔

ミ
t:iii:i~

¬

―鶴  輔。  
い

°1

10 
‐`

ド

鉤|疑 蛉
14

l

′
15                     

ド42

ド41

9ド 38

鋭″隆ポ
11

ド39

13ド 41

月
月
月
＝
＝
ｕ
　
８
陶

″

　

７

４２

,ル  〔

ド43                        25ド 44                       26
ド45

‐９

】

ゞJ響ノ

，

０

４５

・

聴

Ｆ

，

　

　

３

ド

”
ヽ
メ
』
“
Ｌ
一ィ
Ｌ
「

ｏ
熙
苺
■
■

”
、
口

。

■
■

ノ

７

２８
』

一疇鯉

１

２

お

ノ
31

ド45

第27図  第 Ⅲ地区 土坑出土土器 (3)

―-133-―



円

臥

Ｈ

ぃ

１

】

MFフ
2

ド46

屹 日
3

ド46

ヽ 〉〃
4

ド46

働.〃

ド46

14

ド51

臨 ′

18

ド51

Ｈ川ＨＨ目ＨＨ『　‐３
『

‐６
円
　
周
―‐
＝
爛
　
２０
田

Ｈ
＝
月
″
月
Ｈ
″
Ｈ
″
Ч
　
３
５‐

聰
鯰

◎
ｍ

25
ド51

∬ ノ

な月
″
＝
‐―
マ
２８
脱

貪 /

第28図 第 Ⅲ地区 土坑出土土器 (4)

一-134-―



Ｈ
Ｈ
＝
同
＝
＝
Ｗ

４
陣

ノ

田
珈

門
＝
月
月
岬
２
陣

鍛

》
″

２

　

５ ５

ｍ

一

〃

＝

国

６

５７

ｍ
＝
＝
〃
ν
５
５７

ｍ
門

＝

月

＝

″

４

５６

陽

覇
~ヽ

7

ド55

暴′
11

ド55

ｔ
軸
＝
月
＝『
５
円

・
マ

8

ド55

訃藩η
13

ド56

‐０
い

21

ド60

軸
)ケ

24

9  tl i`1ヽ
  110CIll

第29図 第Ⅲ地区 土坑 (1～ 23),遺構外 (24～ 32)出 土土器

ク

２６

篭

―-135-―



八

＝

―Ｉ

Ⅳ

υ

~6        8

∩
―――

―‐

Ｕ
9       (1 :3)      110Cm

u---=--Lia-lo''

H30B HrrrruE l4€{iEtt ( I - 8 ), ls€{lEfit( I ),
r6E{tEtt 00 . ll) uf E?$

-136-



ハ

ーー

＝

――

地

1 1
14                     15

16 :5 | 
- IT 0 rr:3r lOcm#

第Ш地区 16号住居址 (1～ 4),17号住居址 (5～ 18)出 土石器

―-137-―



６

は
Ｍ
瀾
吻
〇

５

‐魃
鰍
雖
Ⅲ
脚
Ψ
▲

ｈ
Ｈ
ＩＩ
レ

ｎ
ｌｌ
川
川
＝

‐―
＝
Ⅵ
Ｖ
　

３

｀
プ
｀

8

―

     ①

―

い

12             13

9       (l i3,       1,OCm



ハ
ー‐

‐‐

Ｗ

マ

ハ

ーー

‐―

‐―

ヽ

へ
Ｈ
Ｈ
ＩＩ
噸



2

q
19                1

20             9       (1 :旦
_)       1,OCm

第34図 第Ⅲ地区 18号住居址出土石器 (2)

ハ
ーチ
ーー
し

―-140-―



5

0       (1 :3)      10Cm

第 Ⅲ地区 18号住居址 (1～ 7)J19号 住居

―-141-―

第 35図

01

Q



2

3

― 13
一̈一

ｎ

」　　　　　
　　　　
一一

ハ
川
川
――
――
―‐
Ｈ
Ｈ
ＩＩ
＝
Ｈ
＝
υ
・　
　
１０

‐

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

へ

　

　

，

0      {1:3)     10(.m

第36図 第Ⅲ地区 19号住居址(1～ 8),21号 住居址 (9～ 13):出 土石器 1

-142-



∩
Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

―Ｉ

Ｈ

υ6

―け Ю  -11

A\ 
^ 

, ''?,

/,: \\ L/:^ 
^/ ) \l ( )tl

-/ \ \"#//\J
J,X o, , , , l,',r, '\.,

第37図 第Ⅲ地区 21号住居址 (1～ 5),29号 住居址 (6),方形周溝墓 1(7～ 9)

方形周溝墓 2(10～ 13),土坑 (14～ 20)出 土石器

…

―〇

―-143……



(〔〔:III〕)    5

|

(
1         9

Л
月
―‐
日
は
―‐
―‐――
日
∨
　
　
　
‐３
階

―

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｉ

Ｑ

C
12

-(11)一

〇
16

第38図 :第 Ⅲ地区 土坑出土石器

―-144-―



〆

／

‐

／
／
レ

／

／

ノ

」
眸
ド
＝
＝
―‐
―‐
Ｖ
　
Ｌ

・―
―
馴
洲
馴
＝
＝
＝
＝
‐

16

0     (1 :4)    10Cm

第39図  第Ⅳ地区 23号住居址 (1～ 13),24号住居址 (14～ 18)出 土土器

―-145-―



0     (1:4,    10Cm

第40図 第Ⅳ地区 24号住居址出土土器 (1)

―-146-―



″

Ｈ

ｕ

Ⅵ

＝

鱚萬「
ぉ
‐ヽ

１

１

ゞ

ヽ
い

、

‐

／

ノ

ー

‐

5

第 41図  第Ⅳ地 区 24号住居址 出土土器 (2)

0     (1:4,     10Cm

―-147-―



0 rl,r, l0cnr
}T-r-rr_

第42図 第Ⅳ地区 24号住居址出土土器 (3)

-148-



0 ,1;.1 , l0cnr
F.-]|ITt-----------1

第43図  第Ⅳ地区 24号住居址出土土器 (4)

―-149-―



2

@〃
10

12

5                        6

re-,-1-}lffi1)
-d

1l

-rffirb ndEH.l' I IuDit It!6Ir:D | |\rI U
14

0 rr,sr 10cm

7

第44図  第Ⅳ地区 24号住居址出土土器 (5)

―…150-―



蹴 二
-OCm

闊 ヽ 嶋
3

14

方 周 3

6

参ノ
＝
＝
―‐
＝
り

８
蠅椰ノ /蛛 /

10                    11

楊#
15

方 周 3

馨ジ庁
16

方 周 3

紗 #
17

方周 3

9       (1 :3}      liOCm

第45図  第Ⅳ地区 24号住居址 (1),25号住居址 (2～ 5),26号住居址 (6～ ■).

27号住居址 (12),28号 住居址 (13),方形周溝墓 3(14～ 17)出土土器

-151-



罐璽翼″ 合よJ.
6

ド65

め

＝

り

５
師

瞥

鍾蓼タノ
8

ド69

瘍了
デ′

12 ド7o

¶P′
13

ド70

ド77

轟マ
21 ド77

か 〃

22

ド77

(躙 〃
26

ド77

″「″月″月″″り　　０　７
ド

謂解
25

ド77

務′
27

ド77

0        11 i3'       10Cm

第46図  第Ⅳ地区
―方形周溝墓 3(1),土 坑 (2～ 28)出 土土器

―-152-―



2

朦

~P

14
ヾ ガ

7

フ

６

岬ノ
4

11

瑕リ
〃

‐―

脚

ｈ
Ⅸ
が
ｔ

１

７

ず

ノ

野

２０

3

l8

-

Zt 0 ,,,g, l0cnr

第47図  第Ⅳ地区 土坑79(1),遺構外出土土'器

―-153-



~17

第48図  第Ⅳ地区 23号住居址 (1～ 17),

\ ---\ l8

-o 

(l:3) locm

24号住居址 (18・ 19)出 土石器

‐９―一

―-154-―



第49図  第Ⅳ地区 24号住居址出土石器

―-155-―



ｍ
ｌｌｌｌ
‐―ｌ
ｕ

ｏ

Ｏ

ｏ

日
日

裡
鱚

―も

≪ IP 5

ｍ
目

Ｈ

Ч

∠
＝
＝
ぃ
、

６

■ 1

7(

-10 0H

1        14

0
h

号住居址 (1～ 3),25号 住居址 (4～ 11),26号

号住居址 (16)出土石器

―-156-―



〇
3

（
い
―Ｉ
Ｈ
ＩＩ
マ
　
　
４

０

(=≧ 〉
6   ~

9

1,[_                           .  L  i   `                                _ll  ' '   I:

ミ
ー＼

‐
‐‐ノイ
〃

II夏ヽ
＼

７
／
／１
１
＼

1          11

0cm

第51図  第Ⅳ地区 28号住居址 (1～ 5),土坑 (6～ 9)出土石器

―-157-―



Ａ

‐―

‐１

／

第52図  第Ⅳ地区 方形周溝墓 3(1～ 5),土坑 (6～ 9)遺 構外 (10)。

第Ⅸ地区 土坑 (6～ 9),遺構外 (10)第 X地区 方形周溝墓 4(11～ 15),

土坑84(16),遺構外 (17～ 19)第測地区 遺構外 (20)出 土遺物

|の 1別
|

0       (1 :3)      10Cm

~5

(111:::三三〕〉
6

―〇

一-158-―



7
lj se

0 tr:zl lOcm

聰
許

ハ
＝
Ｈ
＝
）
　

‐

‐（（〔̈））‐
森̈い中呻｝・　・一」

０

‐

‐（（̈̈̈̈
）））‐

○

住

‐（〔［〕）‐

Ｒ
Ｈ
Ｕ

2

13住

第53図 土  製  品

―-159-―



12住

儡
ｖ

暴

之

∴

，

Ｉ
Ｉ

」５

△

ヽ

代

―Ｉ

Ч

＝

Ｈ

Ｈ

側

一

|

4

へ
＝
ソ

９

腱

0       (2:3)       5cm

第54図  小型石器 (1)

一-160-―



第1、
_Jィ

嗣
川
―――
キー‐
Ⅶ

一

1

ド 32

| |

0     ⌒  4      2RI
3

241L
231■

l

｀ 647も
 82411                    24住

2 4 tt

０
乙
　
４８

―蜃一ψ躊
め

9

|

―饒-0%
◆

12

第Ⅳ地区

‐０
蹴

ｎ
月
――
じ

一

―　　　　　―』

―囁―)●

第55図  小型石器 (2)

-161-



図版 1

大明神原遺跡遠景 (北西から望む)

大明神原遺跡遠景 (南東から望む)



図版 2

第 I地区近景 (南から)

溝址 1(南から)

溝tL l(北 から)



・it■し 
・`ダ~

図版 3

一
∫

織
二

第 I地区全景 (南から)

=凛
|ご

=、
:｀



図版 4

12号住居址 (南東から)

12号住居址 (南西から) 12号住居址 炉tt

12号住居址 深鉢出土状態 12号住居址 土偶出土状態



図版 5

諄ヾ
ミが

盗13号住居址

13号住居址 炉址

13号住居址 炉址たち割り



図版 6

溝址 2・ 6

溝址 4・ 5



図版 7



図版 8

第Ⅱ地区南東側全景 (南東から)

第Ⅱ地区南東側全景 (北西から)



図版 9

第Ⅱ地区北西側全景 (南東から)

第Ⅱ地区北西側全景 (北西から)



図版 10

俯
第Ш地区近景 (西から)

第Ⅲ地区近景 (東から)



図版 11

14号住居址 (東から)

14号住居址 (北から)

14号住居址遺物出土状態



図版 12

15号住居址

15号住居址 埋甕 石蓋 15号住居址 埋甕

14号 。15号 。16号住居址15号住居址 埋甕 たち割 り



図版 13

16号住居址

14号 。16号住居IIL



図版 14

菫暴
=「
窯Iず

■ヽ.,tiゴ ::

17号住居址

子17号住居址 炉 址

ず

f
〓

　

■〓
議
」

ぐ
身

‥

す

鰈 Ｆ
れ

一罐

亀

17号住居址 遺物出土状態



図版 15

18号住居址 (北 から)

18号住居址 (西 から) 18号住居址 炉址

18号住居址 遺物出土状態 (部分 )



図版 16

19号住居址

, ,

I■)

ガ
頸



図版 17

■ 'イ |.「 E`l｀ 11年 =:、
´ ―

21号住居址・ 土坑

21号住居址 炉址



図版 18

22号住居址

22号住居址 炉址上層礫

22号住居址 炉址



図版 19

方形周溝墓 1(東 から)

方形周溝墓 1(西から)



図版 20

方形周溝墓 2(東から)

方形周溝墓 2(西から)

方形周溝墓2 主体部



図版 21

溝址 8

第 Ⅲ地区西側土坑群



図版 22

第皿地区西側全景 (西 から)

第Ⅲ地区西側全景 (東から)



図版 23

第Ⅲ地区東側全景 (西から)

第Ⅲ地区東側全景



図版 24

|●I.11ヽい囃 ヤギ糠

一

・ヾ
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